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1.は じ め に

高 度 情報 化 社 会 が到 来 し、データベースは産 業 ・社会 等 の活 動 に必 須 の存 在 とな りつつ あ る。

今 日、す で に様 々な分野 でデ ータベ ー ス ・サ ー ビス が活発 化 してお り、 デ ー タベ ース 利 用 者

の便 宜 を図 る うえで 、我 が国 で利 用で き る内外 の デ ー タ ベー ス に関 す る総 合 情 報(所 在 、内

容 、構 成 、 デ ー タベ ー ス業 関 連 業 者 、利 用 方法 、料 金等)の 迅速 な 提供 が 求 め られ て い る。

そ の結 果 、現 在 、 デ ー タベ ース ・サ ー ビス に関 す る総 合情 報 をデ ー タ ベ ー ス化 し、 利 用者 の

要 求 に迅速 に応 え う る ク リア リン グ ・デ ー タ ベ ー ス(デ ー タベ ー ス ・ク リア リ ン グの ため の

デ ータベ ー ス)を 構 築 ・維 持 す る シス テ ム の開発 、お よび この種 の デ ー タ ベ ー ス を活 用 ・利

用 させ る た め の体 制 の確 立 が緊 急 の要 件 とな っ て いる。

(財)デ ー タ ベ ー ス振興 セ ンター は 、(財)機 械 シス テム振 興協 会の 委託 を受 け 、昭 和59年

度 か ら61年 度 に か け て ク リア リング ・デ ー タ ベー ス とそ の運 用 シス テ ムの 開 発 ・実 験 を行

って きた。 デ ー タベ ース ・ク リア リング ・シス テ ム を構 築 す る 目的 は 、① 利 用可 能 な デー タ

ベ ー ス に関 す る最 新 情 報 を提供 、② 誤 りの ない正 確 な情報 を提 供 、③ 偏 りや誇 張 の ない 客観

的 な情 報 を提 供 、④ で き る だ け多数 の利 用者 に デ ー タベ ース情 報 を提 供 、 す る こ とに よ り、

デ ータ ベ ー ス利 用 の促 進 、利用 者 の開 発 、デ ー タベ ー ス利 用技 術 の 普 及 を図 る こ とで あ る。

こ の種 の デ ー タベ ー ス の構築 ・維 持 は 、多額 の,資金 を要 する こ と、常 に最 新 の デ ー タ を維 持

す る必要 が あ る こ と等 か ら民 間 の デrタ ベ ース業 者 で は困 難 で あ る うえ 、特 定 の情 報 に偏 ら

な い た め に は 、中立 的 な機関 が行 うこ とが望 ま しい。 この点 か らデ ー タ ベ ー ス振 興 セ ンター

が デ ー タベ ー ス ・ク リア リ ング ・サ ー ビス に力 を注 ぐこ とは、 きわ め て意義 が あ る とい え よ

う。

この よ うな重 要 性 に鑑 み て 、現 在 開発 ・実 験 が進 め られ て い る当 該 シ ステ ム の あ りか た、

運 用 形態 、 デ ー タベ ー スの提供 方法 等 につ いて検 討 ・考 察 し、方 向 づ け を行 う必 要 が あ る。

本 報 告 書 は 、当 財 団 内 に委 員 会(委 員長:慶 応 義塾 大 学 細野 公 男教 授)を 設 け て 、上述

した課 題 に つ い て検討 ・考察 した内 容 お よび提 言 をま とめ た もの で あ る。
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2.ク リア リ ン グ ・デ ー タベ ー ス

2.1概 要

ク リア リング デー ターベ ー ス は デ ー タベ ー ス デ ー タベ ー ス と業者 デ ー タベ ー ス、 そ して'

デ ー タベ ー ス台 帳 総覧 とか ら成 り、 さ らに前 者2つ の デ 一 夕ベ ・・…ス は文字 系 デー タベ ー ス と

イ メ ー ジ系 デ ー タベ ー ス に分 かれ て い る。 昨年 度 及 び本 年 度 構 築 した デ ー タベ ー スの 内訳

は表2.1に 示 す とお りで あ り、文字 系 、 イ メ ー ジ系 あわ せて5種 類 の デー タベ ー スを保 持 し

て い る。

デ ー タベー ス デ ー タベ ー スの文字 系 デー タベ ーーース の蓄 積 項 目 を表2.2に 、業 者 デ ー タベ ー

スの文字 系 デ ー タベ ース の蓄 積項 目 を表2.3に 示 す。 なお、 デ ー タベ ー スデ ー タベ ー スの イ

メー ジ系 デー タベ ー スに は検 索例 等 が、 業 者 デー タベ ー スの イ メー ジ系 デ ー タベ ース に は

デ一 夕ベ ース一 覧 表 等 が蓄 積 され て い るが 、 これ らの イ メ ー ジ系 デ ー タベ ー スを検 索 す る

ため の索 引項 目 と して はキ ー項 目(レ コー ド番号)だ けが蓄 積 されて い る。

なお、 イ メー ジ系 デ ータベ ー スの 「デ ー タベ"ス 台 帳総 覧 」 は昭 和58年 度 版(昭 和59年

4月)の 「デ ー タベ ー ス台 帳総 覧 」 の一 部 を蓄 積 した もの で あ る。

表2.1ク リア リングデ ー タベースの内訳

デ ー タ の 形 態 ・ デ ー タベ ー ス デ ータ ベ ース'業 者 デ ー タベ ース' データベース台 帳 総覧

文 字 系 デ ー タベ ー ス 614件 342件 一

イ メ ージ系 デ ー タベ ース ミミミ違ぜぶ 織 蒸" 100ぺ ニジ

Ei{}]]]],6・ 年度舗 デー・
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表2.2 デ ー タベ ー ス ・デ ー タベニ ス の蓄 積 項 目(文 字 系 デ ー タベ ー ス)

項 目 内 容

デ ー タ ベ ー ス

登録番号

記 入 日

デ ー タ ベ ー ス 名 デ_タ ベ_ス の名称

・正 式 名 称 プ ロデ ェ ーサ が 命名 した デ ー タベ ー ス の正 式 名称 。

複数 個存在 する場合 、全 て を収 録す る。

・略 称 デ ータ ベ ー スの略 称

・サ プ フ ァ イ ル 名 デ ー タベ ースが複 数 の フ ァイ ル か ら成 っ てい る場

合それ らの名称 を全 て収録す るもの とする。

概 要 デ ー タベ ー スの 内容に つ い て の概 要

デ ー タ ベ ー ス 項 目 名 .
デ ー タベ ース を構 成 す る項 目の 名称

検索補助 ツール

分 野
デ ー タベ ース の内容 の所属 分 野

・分 野

キ ー ワ ー ド

(内 容項 目) デ ー タ ベ ー ス の 内 容 に 関 す る キ ー ワ ー ド

・ キ ー ワ ー ド

出典 デ ー タ ・ ソ ー ス に つ い て の 情 報

・出 典 数 当 該 デ ー タベ ース に収 録 され て い る刊 行物 、調 査 等

個数

・当 該 デ ー タ ー ベ ー ス と

同 内容 の

冊子名

正式名称 冊子の正式名称

略 称 冊子の略称

情 報 源 の メデ ィア
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項 目 内 容

・調査名

正式名称

略 称

国 名

当該 データベ ースに収録 されてい るデータを収集 した

調査 の正式 名称

調査の実施国

デ ー タ の タ イ プ 文書 情 報(全 文/書 誌/抄 録)/数 値/画 像/映 像/

ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソフ トウ ェアの 別 、及 び これ らの

組 み合 わせ 等

収録情報の形態別割合 雑誌、政府刊行物等の収録割合

収録情報の地域分布 デ ー タベ ース が どの地域 の情報 を収 集 し てい るか。

デ ー タベー ス の

収録 情 報 の言 語

デ ータベースの内容 を表現す るのに使用 されてい る言

語 と収録情報 の記述言語

収録期 間

・開 始 年

・終 了 年

収録 が開始 された年

現在 まで更新 が続 いていない ものについて、最後 の更

新年

収 録 件 数 デ ー タベ ー ス内 に 蓄積 され てい る件 数

更 新 周 期 デ ー タベー スの 更新 周期

年間追加更新件数

デ ー タ 周 期 日別/月 別/四 半期別/半 期/年 別等の別

時 系 列 数

公開/非 公開/条 件付公開 デ ータ ベ ース が公 開 され て い るか 否 か。

データベース入出力可能性 MT等 に よ るデ ー タベ ース の入 手 可能 性 の有 無

プ ロデ ューサ

・登 録 番 号

・台帳 総 覧 頁

コ メ ン ト
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以 下 の項 目は ベ ンダ(デ ィス ト リビ ュー タ)毎 に 繰返 す 。

項 目 内 容

ベ ンダ(デ ィス トリビュ ー タ)

・登 録 番 号

・台 帳 総 覧 頁

サ ー ビス シス テ ム登 録 番 号

デ ー タ ベ ー ス 名

・正 式 名 称

・略 称

・サ ブ フ ァ イ ル 名

代 理 店
・登録 番号

・台帳総覧頁

代行検索業者
・登録 番号

・台帳総 覧頁

検索可能項 目名 検索項 目の名称

主題項 目の検索方式 統制 語/自 由語の別、完全 一致/部 分一致の 別、下位

語 に よる自動検 索の有無 等

ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソフ トウ ェア

・機 能

・出 力 情 報

デ ー タベ ース 内 の デ ー タ を加工 す るた め の ソフトウェア

の機 能

デ ー タベ ー ス内 の デー タ をア プ リケ ー シ ョン ・ソフ ト

ウ ェア を便 って加工 した結 果 、出 力 さ れ る情 報

収録 期間
・開始時期

・最新時期

現在 まで更新 が続い ていない ものにつ いて、最後 の更

新 年

収録件数 デ ー タベ ース内 に蓄 積 され て い るデ ー タ件 数

更新周期 デ ータベースの更新 周期及 び更新(追 加)デ ータ件数

年間追加の更新件数

サ ー ビス料 金 接 続 料 金 、 デー タベ ー ス便 用料 金 、 出 力料 金

使用条件 結 果 の コ ピ ー 、 ダ ウ ン ロ ー デ ィ ン グ の 可 否 等

一 次情報 オ ンライ ン ・

オ ー ダー の有 無

コ メ ン ト
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表2.3業 者 デー タベ ー ス の蓄 積 項 目(文 字系 デー タベース)

項 目 内 容

業 者 登 録 番 号

記 入 日

業 者

・正 式 名

・略

・連 絡

・所 属 国

称

称

先

名

業 者の正式名称

業 者 の略称

業 者 の住所 、電話番号 、担 当部署 、担 当者 名

業 者 の所属国名

以 下 の項 目は 、サ ー ビス ・シ ス テ ム毎 に繰 返 す 。

業 者 種 別

サ ー ビ ス シ ス テ ム

登 録 番 号

サ ー ビ ス シ ス テ ム 名

・正 式 名 称 サ ー ビス シ ステ ム の正 式 名 称

・略 称

サ ー ビ ス 形 態

・オ ン ラ イ ン/パ ッ チ オ ンライ ン/パ ッチ/そ の他 の 別

・SDI 遡 及 検 索 、SDIサ ー ビス の有 無

・代 行 検 索 代行検索の有無
・端 末 オ ンライ ン ・サ ー ビスで 便用 で き る端 末

・回 線 オ ンライ ン ・サ ー ビスで 便 用 で き る回線

・バ ッ チ 提 供 方 法 バ ッチ サ ー ビスに よる提供 方法

(MT、 フ ロ ッ ピ ィ 、 リ ス ト等 の 別)

サ ー ビ ス 時 間 帯

利 用 者教 育(講 習会)、 マ ニ ュ ア ル 、試 行検 索(無
利 用 者 ・ サ ポ ー ト

料)の 有無 と手順 等

サ ー ビ ス ・ デ ー タ ベ ー ス

登 録 番 号
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ク リア リングサ ー ビス の範 囲 は、利 用者 が希 望 す るデー タベ ースを検 索 し、 その デー タベ ー

スの プ ロデ ュー サや デ ィ ス トリ ビュー タの連 絡先 あ るい は電 話 番号 を教 え る こ とで あ る。 し

たが って、 求 め られ る情 報 、 す なわ ち ク リア リング ・デー タベ ー スの収 録 デ ー タ項 目や 内容

の詳 細度 は、 デ ー タベ ー ス台 帳 総覧 の内 容 と同程 度 であ る。 国産 の デ ー タベ ース に つ いて の

記 述 を 深 め る ことへ の要 望 が あ るが 、 これ にっ いて は、 実 際 の サ ー ビスを開 始 した後 に検 討

して い くこ と とな ろ う。

2.2デ ータベ ース の更 新 に関 す る課 題

ク リア リ ング ・デ ー タベ ー ス に収録 され るデ ー タが 、 可 能 な 限 り最 新 か っ正確 で あ るよ

うにす るため に は、① 迅速 に デー タを収集 す る、② 正確 な デ ー タを維 持 す る、③ 迅速 に デ ー

タベ ー ス化 す る、 の3っ の課 題 を解 決 で き る体 制 を確 立 しな けれ ば な らな い。

(1)デ ー タの収集 ・更 新 プ ロセス

ク リア リングデ ー タベ ー スを 最新 の状 態 に維持 す る た め には 、蓄 積 す るた めの デ ー タを

早 く集 め な けれ ば な らな い。す なわ ち 、クリアリングデ ー タベ ース の維 持 を行 うク リア リン グ

セ ンタ に最新 情 報 が集 ま る様 に制 度化 す る必 要 が あ る。 この ため に は 、現在 制 度 化 され て

い る 「デ ー タ ベ ー ス台帳 総 覧 」 の収 集 ル ー トを活 用 す る こ とが望 ま しい。

この収集 ル_ト は 、 ク リア リ ングデ ー タベ ース の情 報 源 とな る デ ー タベ ー スサ ー ビス関

連業 者 、新 聞 ・雑 誌 等 の マ ス コ ミ関連 、 さ らに は 、政 府 ・団体 等 の関 連諸 機 関 等 が密 接 に

リン クし た もの で な け れ ば な らな い(図2-1)。

デ ー タ ベ ース サ ー ビス関 連業 者

新

聞

・
雑

誌

等

の

マ

ス

コ
ミ

関

連

ク リ ア リ ン グ
セ ン タ

政

府

・
団
体
等

の

関
連

諸
機

関

図2--1ク リア リングセ ンタ と情報源
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ク リア リン グ ・セ ンタに デ ー タ を収 集 す るた め の フ ロー の一 例 とし て図2-2が 示 す形 ,

態 が考 え られ る。 デ ー タ収 集 フ ロー は 、 コ ンピ ュー タ化 に よ る連 用 開 始直 後 と、運 用開 始

後 数年 経 過 した段 階 で は 、そ の連 用 形 態 、特 に デ ー タベ ー ス サ ー ビス関 連 業 者 等 情 報 源 の

参 加 形 態 が変 化 す る。

図2-2に 示 す デ ー タ収 集 フ ロー は 、 ク リア リング セ ンタに お け る業 務 内容 を中 心 に 、

デ ー タベ ース サ ー ビス関 連業 者 との か かわ りを表 してい る。
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一9一



(2)蓄 積 デ ー タの 更新

収集 した最 新 デ ー タ を用 いて 、短 期 間 に効率 の良 い ク リア リングデ ー タベ ー ス の メ ンテ

ナ ンスを行 うに は、デ ー タの入 力作 業 を いか に簡素 化 す るか にか か って い る。 す なわ ち、 ど

こまで マ シ ン リー ダ ブ ル化 した形 で デ ー タを集 め る ことが で きるか 、 あ るい は ど こまで マ

シ ン リー ダ ブル化 し易 い形 で集 め る ことが 出来 るかで あ る。

デ ー タの収 集 方 法 に は 、表2-4に 示 す様 な3形 態 が考 え られ る。 短 期間 での 実 現 の可

能性 とし ては標 準 記 入 用紙 で収 集 、FD(フ ロ ッピ ィデ ィス ク)収 集 、・オ ンライ ン収 集 の

順 に な るが 、 ク リア リ ングセ ンタ の運 用 コス ト等 別 の基 準 で3形 態 を比 較 す れ ば 、必 ず し

も この順 に は な らな い。 したが っ て 、 デ ー タベ ース ク リア リ ングシス テ ムの 目標 に沿 っ た

形 で デー タ収 集 方 法 を総 合 的 に検 討 す る必 要 が あ る が 、 まず は標 準 記 入 用紙 に よ る収 集 で

運 用 が行 わ れ る こ とに な ろ う。

標 準記 入 用紙 で ク リア リングセ ン タにデ ー タが集 ま る場 合 、記 入 用紙 の 内容 チ ェ ック終

了後 デ ー タパ ンチ を行 い ク リア リ ングデ ー タベ ー ス の蓄 積 ・更新 を行 う。FDあ る い は オ

ンライ ンで デ ー タが集 ま る場 合 で も、 デ ー タの 内容 チ ェ ック終 了後 ク リア リ ングデ ー タ ベ

ース の蓄 積 ・更新 を行 うこ とに なる。

表2-4デ ータ収 集 方 法 の比較

データ収集方法
短期間 での

実現の可能性

データベ一州 擁 湯性

(デ ータの速報性)

情 報 提 供 者側

か らみたコス ト

ク リ ア リ ン グ セ ン

タ の 運 用 コ ス ト

標準記入用紙

で 収 集
高 低 中 中

FD収 集 中 中 低 低

オ ンライ ン収集 低 高 高 高

デ ー タ ベ ー スサ ー ビス関 連菜 者 等 の情 報源 か らク リア リン グデ ー タベ ー ス をオ ンライ ン

で更新 す る こ とが で きれ は 、情報 の発 生 との タイ ム ラ グが極 めて短 い ク リア リ ングデ ー タ

ベ ースの維 持 が 可能 とな る。 しか し、一方 で は 、情 報提 供 者 側 の負担 が大 きくな り、デー タ

ベ ー ス更 新 用 の 端 末、 回線 費 用等 の負担 が発 生 す る。 さ らに 、 シス テ ム側 に も回線 設備 の

増 強 、簡 易 な会 話 型 入 力 ソフ トの 開発 等 の負担 が 発 生 す る。

当初 か らオ ン ライ ン更新 を行 うこ とは連 用 コス トの面 で考 え られ な い。 近 い将 来 、仮 に

オ ンライ ン更新 が実 現 した として も 、 ク リア リ ングデ ー タベ ース の直 接 更新 は ない。 ク リ

ア リングデ ー タベ ー スの項 目 には 、 プ ライバ シー にか か わ る もの は な いが 、破 壊 防 止 と統

一 的管理 の た め に は直接 更 新 は認 あ な い方 が良 い と思 わ れ る。 また 、 ク リア リン グデ ー タ
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ベ ース の直接 更 新 を認 め る と、 デ ー タベ ース の品 質 が低 下 す る可 能 性 があ るので 、 オ ン ラ

イ ン更新 の場合 、 デ ー タを一旦 ワー ク フ ァイル に蓄積 し、 デ ー タチ ェ ック終 了 後 ク リア リ

ングデ ー タベ ー スを更 新 す る形 態 を とるべ きで あ る。

2.3品 質 管 理 体 制 の確 立

高 品質 の デー タベ ー ス を維 持 す る ためた は、品 質 管 理体 制 の確 立 が急 務 で あ り、 そ の た

め には 、例 えば 、デ ータ ・チ ェ ック体 制や 専 門委 員 会等 を設 け る こ とが必 要 で あ ろ う。

川 デ ー タの チ ェ ック体 制

申告 書(デ ー タ記 入 用 紙)に 記 入 され た内容 の形 式的 チ ェ ックは 、 デー タチ ェ ックマ ニ

ュ アル で で き る。 しか し、記 入 され た項 目の うち、 デ ー タベ ー ス の主 題 を表 す キ ー ワー ド

や 分野 分 類 等 の専 門 的 内容 をチ ェ ックす る には 、 デ ー タ ベ ース 全 分野 につ い て一 通 りの知

識 を有 す る専 門家 の協 力 が必 要 で あ る。 この専 門家 に よる記 入 内 容 の意味 的 チ ェ ックが終

了 し た デー タに つ い て のみ 、 ク リア リングデ ー タベ ー スの更 新 対 象 デ ータ とす る。

② 分類 委 員会 の設 置

ク リア リン グデ ー タベ ー スの 項 目の 中 で 、利 用者 が検索 時 に頻 繁 に利 用 し 、 内容 的 に も

重 要 な項 目は 「キ ー ワー ド」 と 「分野 」 で あ る。 ま た 、 この2つ の項 目値 の 設 定 につ い て

は専 門的 知識 が必 要 に な るの で 、分 類委 員 会 を設置 して検討 す る必要 が あ る。 この分 類 委

員 会 で分類 ・キ ー ワー ドの付 与 に つ いて十 分 検 討す る こ とに な る。

キ ー ワー ドは 、 デ ー タベ ー スの 主 題 を表 す もの であ るが 、 ク リア リング デー タ ベ ー スで

用 い るキ ー ワー ドは 、 い わ ゆ る デー タベ ース サ ー ビス で用 い るキ ー ワー ドよ り広 い(浅 い)

概 念 に な る もの と思 わ れ る。

分 類 は、 デ ー タ ベー スの分 野 を表 す もの で あ るが 、利 用者 か らみ た場 合 、分 野 分 類 の 他

に オ リジ ナル の形 態 分 類 も重 要 で あ り、 あわ せ て検 討 を行 う必 要 が あ る。

キ ー ワー ドや 分類 に関 して分類 委 員会 で検 討 した結 果 は 、固定 的 な もの で は な く、時 代

の 要 求等 が反映 で き る様 に 、組織 的 に も シス テ ム的 に も常 に見 直 しで きる体制 で なけ れは

な らない。

デ_タ ベ_ス ク リア リ ン グシス テ ム で現在 便 用 して い るキ ー ワー ドは ・Cuadraの デ ィ

レク トリに登録 され て い る用 語約160語 を基 本 として い る。 現在 これ らの 用語 間 に は階

層 関 係 を設 定 して い な いが 、よ り高度 の検索 機 能 を提 供 す るた めに は 、 シ ソー ラスの 提

供 も考 え る必 要 が あ る。 また 、 シ ソー ラス に登 録 す る用 語 につ い て も現 在 使 用 して い る

160語 で内容 的 に 十 分 な の か 、 きめ細 か な検 索 が で きる の か 、 とい う視 点 で検討 す る必

要 が あ る。

し た が って 、FD配 布 を含 めて 今後 シ ステ ム を連 用 して行 くに は ・キ ー ワー ドの見 直 し

が必 要 に な る。 統制 語 とし て のキ ニ ワー ドは 、分 類委 員会 た お い て検 討 さ れ るの で 、 そ の

結 果 に対応 し易 い シス テ ム体制 に し てお く必要 が あ る。
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2.4デ ータ作 成 マニ ュア ル の 整備

ク リア リングデ ータ ベ ー ス作 成 の た め には 、以下 に 示 す様 なマ ニュ アル の整 備 が必 要 で

あ る。

① デー タ記 入 マ ニュ アル

申告 書(デ ー タ記 入 用紙)の 種 類 別(デ ー タベ ー ス用 、業 者 用)、 項 目別 に記入要 領 及

び記 入例 を明記 し た ものσ

② 分 類 マ ニ ュア ル

申告 され た デー タベ ース に 、分野 分 類 及 び キ ー ワー ドを付与 す る ため の もの。 分 類 委 員

'会 で の決 定 事項及 び各 項 目に つ い て の考 え方 を明記 し た も の
。

③ デ ー タチ ェ ックマ ニ ュアル

申告 書(デ ータ 記入 用紙)が デー タ記 入 マ ニ ュアル に従 っ て記入 され てい、るか 、・コー ド

で記 入 す る項 目に つい て は あ らか じめ設 定 した コー ドが用 い られ て い るか等 の デ ー タチ ェ

ック要領 を明記 した もの 。

④ デ ー タ作 成

申告 書(デ ータ記 入 用紙)に 基 づ い た デ ー タ作 成 要 領 を明記 した も の。 ク リア リ ングデ

ー タ ベ ー ス作 成 の た め の入 力 フ ァイ ル を作 成 す るた め の もの。

⑤ 層 デ ー タ ベ ース蓄 積 更新 マ ニ ュ ア ル ・ ・ 一ー

ク リア リ ングデ ー タベ ー スの蓄 積 及 び更 新 要 領 を明記 した も の。 一括(バ ッチ)処 理 系

につ じ・て は、 ク リア リ ング デー タベ ー スの入力用 フ ァイ ル を用 いて ク リア リン グ デー タベ

ー ス を更 新 す るま での操 作 手順 、オ ンラ イ ン処 理 系 にっ い ては デ ータ ベー スク リア リン グ

シス テ ムの起動 、蓄 積 更 新 コマ ン ド及 び蓄 積更 新 のデ ー タ投 入 手順 を明 記 した・もの 。

⑥ 業 者 用蓄 積 更新 マ ニ ュアル

申告 をデー タ記 入 用紙 の かわ りにFD(フ ロ ッ ピ ィデ ィ ス ク)で 行 う場合 の 、FDの 書

式 及 び デ ー タ項 目の様 式 を 明記 し た もの:

.2.5人 材 の確保 と教育

当該 デ ー タベ ース の作 成 ・維 持 を行 うにあ た っ て必 要 な人 材 の確 保 、 お よび そ の教 育 ・

訓練 の た めの体制 づ く りも極 め て重 要 で あ る。 特 に少 な く とも次 の2つ の業 務 を遂 行 す る

人 材 は不 可 欠で あ る。

① デ ー タベ ース品 質管 理

ク リア リングデ ー タ ベ ー スの品 質 を維 持 ・管 理 す るた め た設 置 す る分類 委 員会 の 委 員

(専 門家)
『

② デ ー タベ ース蓄 積 更 新'

申告 書(デ ー タ記 入 用紙)の 内 容 チ ェ ック、 デ ー タベLス 入 力角 グ ァイ ル の内 容 チ ェ ッ

ク、 ク リア リ ングデ ー タ ベ ー ス 自身 の内 容 チ ェ ッ ク等 、'デー タベ ー スの 蓄積 更新 に関 し て、
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大量 のチ ェック作業 が発生す る。 これ らの作業 は申告書 との照合が基 本 とな るが作業量 と

しては膨大 なものになるので、十分 な人材 の確保が必要 であ る。
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3.ク リア リン グ ・サ ー ビ ス の 提 供 形 態 ・

3.1ク リア リング情 報 の 問 合せ

デ ー タ ベー ス ・ク リア リ ング ・シス テ ム に よ って提 供 され る情報 の 種 類 は 、

① どん な デ ー タ ベ ース が あ るか

② 特 定 の情 報 ニ ー ズに対 して最 も適 切 な デー タ ベ ー ス は どれ か

③ ど うす れば 、 そ のデ ー タ ベ ー ス を利 用 で き るか

に集約 す る こ とが出 来 る が 、実験 シ ス テム の運 営 を通 じて種 々の問 合 せ を受 け てい る。

ク リア リン グ情報 の問 合 せ は、 特定 分 やの デ ー タベ ー スの所 在 に 関 す る もの と し、 デ ー

タベ ース ・サ ー ビス業 の状 況 に関す る もの との2っ に大 別 で き る。 しか し、両方 の カ テ ゴ リー

に また が る もの や、 い ず れ の カ テ ゴ リーに も属 さな い もの もあ る。

(1)デ ー タベ ース に関 す る問 合 せ

デ ー タ ベー スに関 す る問 合 せ を 、内 容 の形 態 別 に分類 す る と、 図3.1の 様 に な る。 す な

わ ち、分 野 別 の デ ー タ ベ ース の 所在 に関 す る問 合 せ が全 体 の40%を 占 め て い る。

なお 、 デ ー タベ ー ス に関 す る問 合 せ の頻 度 は現 在 まで の ところ 月10回 程 度 で あ る。

個 々の 問合 せ に つ い て は表3.1に 示 す とお りで あ る。

A.分 野 別 デ ー タベ ー ス

の問 合せ

40.%

B.パ ソコン

通 信 関 連

30%

図3.1ク リア リング デ ータベ ース に関 す る問 合せ 内 容 の 分布
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表3.1 データベースに関する問合せ内容

カテゴリ 問 合 せ 内 容
現システム

での対応

・米 国政 府 の活動 に つ い て知 る には どん な デー タ ベ ース が あ るか 可

・デ ー タベ ー ス台 帳 に は土 木 工 学 の デ ー タベ ー ス が収 録 され てい るか 可

・海 洋 汚 染 につ い て の情 報 は どの デー タベ ース が適 切 か 可

A ・マ ー ケ テ ィ ン グ リ サ ー チ に 関 す る デ ー タ ベ ー ス は な い か 可

・建 設 情報 に関 す る デー タ ベ ー スが あ るか 可

・日本 の 人物 情 報 を提供 して い るデ ー タ ベー ス は あ るか 不可

・環太 平 洋地 域 の経 済 デ ー タで英 語 の デ ー タベ ー ス は あ る か 可

・農業 関係(肥 料 、農 薬 等)の デ ー タベ ー スは あ るか 可

,パ ソコ ン通 信 とデ ー タベ ー スサ ー ビスの関 連 は(国 内 、米 国) 不可

B ・デ 一 夕ベ ー ス ヘ ア クセ ス で き るパ ソコ ン端 末 は何 か 不可

・通 信 ソフ トの リス ト(一 覧 表)は ない か 不可

C ・政 府統計 データの入 手先 は どうす れば分 かるか 不可

・台 帳 の オ ンライ ンサ ー ビス を検討 してい る所 は あ る か 不可

・米 国や 欧州 で利 用 で き るデ ータ ベー ス を紹 介 し た 台帳 は な いか 不 可

D ・日本 で利 用 で き るオ ンライ ンデ ー タベ ー ス は ど うす れ ば分 か るか 可

A
.オ ンライ ンデ ー タ ベ ー ス の海 外製/国 産 デ ー タ ベ ース の比 率 は分 か るか 可

・台帳 の イ ンデ ックス は6種 類 のみ か
一

A:分 野 別 デ ー タ ベ ー スの問 合 せ 、C:政 府 デ ー タ関 連

B:パ ソ コ ン ・通 信 関 連 、D:一 般 的 問 合 せ

一15一



② デー タ ベ ースサ ー ビス に関 す る問 合せ

デ ー タ ベー スサ ー ビス に関 す る問 合 せ を、 さ らに内 容 の形 態 別 に分類 す る と図3 .2の 様

に な る。 す な わ ち、制 度 ・施 策 、業 界 動 向及 び利 用動 向 に つい てほ ほ均 等 の割 合 で問 合せ

が き てい る。

なお 、 デ ー タベ ー ス に関 す る問 合 せ の頻 度 は 、月15回 程度 で あ る。

個 々の 問合 せ 内容 に つ い て表3.2に 示 す 。

業界動 向

33%

制 度 ・

施策

33%

利 用頻度

33%

図3.2デ ータベ ース サ ービ ス に 関 す る問 合 せ 内容 の分 布
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表3.2デ ータベ ースサ ービ ス に関 す る 問合 せ 内容

カ テ ゴ リ 問 合 せ 内 容

制 度 ・施 策 ・我 が 国 デー タ ベ ー スサ ー ビス莱 の振興 に対 す る各 省 庁 の取 り組 み

・デ ー タ ベース 構築 の 助成 を得 られ ないか 」

・地 域 情 報 をデ ー タベ ー ス化 した い が、 どこ に相談 す れ ば よい か

・各 国政 府 の デ ー タ ベ ース菜 の振 興 は?

・デ ー タ ベー ス の著 作権 に よ る保 護 は ど うな っ て い るの か

(文 化庁 の考 え方 、業 界 の考 え方)

・DPCの 業 務 内容 と参 加 メ ンバ は

業 界動 向 ・我 が国 の デ ー タベ ー スサ ー ビス業 の事 情 は

・ 〃 の問 題 点

・ 〃 の売上 高 は

・デ ー タ ベ ー スの収 益 性 に つ い て

・代行 検 索業 者 の数 と今後 の伸 び につい て

・代行 検 索業 者 は 自由 に で きる のか

・米 国 の バ ソチ デ 一 夕ベ ース サ ー ビスの売 上 高 は

・DINAと は ど うい う団体 か 、参 加 メ ンバ は

・デ ー タベ ー ス関 連 の 会社 には どん な もの が あ るか

利 用動 向 ・x× ×デ ータ ベ ー ス を使 用 した ときの契 約 方 法 と費 用

・デ ー タ ベ ース サ ー ビス を契約 す る際 に ベ ン ダ とユ ー ザ との間 で と りかわ

す契約 書 の フ ォー マ ン トがな い か

・プ ロデ ューサ とデ ィス ト リビュ ー タ間 の 契約 モ デ ル は な い か

問 合 せ の内容 は大 き く分 け て施 策 ・業 界 動 向、 デー タ ベ ー スの利 用 勤 向 とい っ た 、わ が

国 デ ー タ ベ ー ス産 業 ニデー タベー スサ ー ビス業 の動 向 に関 す る もの と、特 定 分野 の デ ー タ

ベ ー ス の所 在 や 利 用 方法 に関 す る も の が あ る。 前者 に つ い て は受付 老 の知識 と既 存 資料 に

基 づ い て回 答 す べ き もの で あ り、デ ー タベ ー ス ク リア リン グ シ ステ ム の対象 外 で あ る。

ク リア リン グシ ステ ムは もっぱ ら後者 の問 合 せ を対 象 とす る ものである。 ク リア リング シ

ス テ ム を導 入 す る こ とよ り、問 合 せ へ の対 応 の迅 速 化 、適 確 化 が図 れ る も の と期 待 され る。

ク リア リン グ対象 の デー タ ベ ー ス の中 に 、各 社 の社 内利 用 を 目的 とし て構 築 され てい る

社 内 デ ー タ ベ ー ス の収 録 を希 望 す る意 見 も あ る。 しか しな が ら各 社 と も デ ー タベ ー ス の内

容 や存 在 自体 を公 表 し てい な い場 合 が多 く、充 分 な調 査 をす るの が難 しい こ とや 、仮 に収
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録 した と し て も、外 部 の 人 は そ の デ ー タ ベ ース を利 用 出 来 な い。 その た め収録 対象 とし て

は 、 デー タベ ース台 帳総 覧 に 含 まれ る商 用 デー タベ ース に限 定 せ ざ る を得 な い。

3.2ク リア リング ・サ ービ ス の形 態

ク リア リング デ ー タ ベー スか らの情 報 の提 供 方法 、提 供媒 体(メ デ ィア)と して 、次 の

4種 類 が考 え られ る 。

① 冊子 体 の デ ニ タ ベー ス 台帳総 覧 を通 じ て提 供

② フ ロ ッ ピー 、CD-ROM、 磁 気 テ ー プ等 に よ る提 供

③VAN等 を通 じ て のオ ンライ ン提 供

④ 電 話 等 に よる当 セ ンタへ の直接 的 な問合 せ に対 す る個別 的 な情 報 提 供

上 述 し た問 合せ 例 は 、④ の 方 法 に よる も ので あ る。

実験 的 で あ る にせ よ、現 在 の デー タベ ー ス ク リア リ ング シス テムが す で に各 種 の 問 合 せ

に応 え うる検 索 機 能 を 具備 して い る こ とを考 え れ ば 、 そ の発 展 形態 と して③ の よ うに、 エ

ン ド ・ユ ーザ か らの個 別 的 な情 報要 求 を オ ン ライ ンで処 理 出来 る検 索 サ ー ビス を指 向す る

方 向 も十 分 あ り う る。 この アプ ローチ は 、 デ ー タベ ー ス振 興 セ ンターが デ ー タベ ー ス プ ロ

デ ュー サ のみ な らず デ ィス トリビュ ー ダ と して も機 能 す る こ とを意味 す る。 しか し、次 の

よ うな点 に留意 す る と当 セ ンタは、 当 面 はデ ィス ト リビュ ー タ と して機 能 す る よ り もプ ロ

デ ュー サの立 場 に徹 す る こ とが望 ま しい。

a.高 品 質 の ク リア リング デ ー タベ ー スを構 築 ・維 持 す る役割 は、極 め て重 要 で あ る。

b.当 該 デ ー タ ベ ース だ けで は、 あ ま り エ ン ド ・ユ ー ザの 情報 ニ ー ズを期 待 出 来 な い。

これ は、 提 供 され るデ ー タベ ー ス の数 ・種 類 に比 例 して 情報 ニ ー ズは増 大 す る と い

え るか らで あ る。

c.当 セ ンタ と民 間 デ ィス トリ ビュー タ の双 方 で オ ン ライ ン情報 サ ー ビス を行 う と、 料

金 上 の軋 礫 が生 じる恐 れ が あ る。

した が っ て、 当 セ ンター か らの情 報 の提 供 形 態 は 、上 述 の② 、④ が適当 で あ ろ う。 特 に

② に関 し て は 、

⑤ デ ィス トリビ ュー タに磁 気 テ ー プ(ISO、JIS等 の標 準 的 な フォ ーマ ッ トを使 用)で

デ ー タベ ー スを提 供 す る

⑤ エ ン ドユ ーザ に フ ロ ッ ピーデ ィス クで デ ー タベ ー スを提 供 す る(台 帳 総 覧 の フ ロ ッ

ピーデ ィス ク販売 に相 当)

FD配 布 に当 っ て は 、パ ソ コ ン等 の コー ド体 系 の相 違 が あ るが 、当 面 普 及 し てい る

DBMSを 考 慮 し てパ ソコ ン1種 程 度 を選 定 す る。 軌 道 に乗 っ てか ら、ユ ーザ か らの 希 望

を反 映 す る形 で機 種 を増 や して い くこ とが考 え られ る。 また、 デー タベー スの 普 及 面 か ら

み て、 一般 利 用 者 が必 要 な情 報 を自 ら追 加 す る こ と を許 してい くこ とが望 ま しい 。
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3.3デ ータベ ース ・ク リア リ ング ・シ ステ ム

これ ま で の論 議 か ら、当 該 シ ステ ムが果 たす べ き主 な 役割 は 、 ク リア リング ・デ ー タ ベ

ース を維 持 す る こ と とな る。 しか し、収 録 デ ー タ をさ らに充 実 し 、種 々の利 用者 の情報 ニ

ーズ を よ り満 足 させ うる デ ー タ ベー ス に して い くに は、 エ ン ドユ ーザ の ニー ズ を的 確 に把

握 す る必 要 が あ る。 この点 か ら当 システ ム には電 話 等 に よ る問 合 せ に対 す る社 内支 援 ツ ー

ル として の役割 も十分 果 たす 、 つ ま り、デ ー タベ ース のモ ニ タ リング を行 う機 能 を もたせ

る こ とは意 義 が あ る。 ま た 、 デ ー タ ベー ス台帳総 覧 の よ り迅 速 で効 率的 な作成 に も寄 与 す

べ きで あ ろ う。
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4.シ ステム として具 備す べ き機能

4.1台 帳編 集機 能

ク リア リングデ ー タベ ース は デ ー タベ ー ス デ ータ ベ ース と業 者 デ ー タベ ー スか ら成 っ て

い る。 この2つ の デ ー タ ベ ース と現 在 冊 子体 の形 で提 供 され て い る 「デ ー タベー ス台帳 総

覧 」 を内容 的 に比 較 し てみ る と、 ク リア リングデ ー タベ ー ス の方 が項 目の種 類 が多 く、 し

か も各 項 目の情報 も深 い とい え る。

したが っ て 、 ク リア リン グデ ー タ ベ ース か ら現在 の 「デ ー タ ベ ー ス台帳総 覧 」 に相 当 す

る も の を出力 編 集 す る こ とは可能 で あ る。 しか し 、 この台 帳 編 集機 能 を実現 す る と きは 、

現 在 の 「デー タベ ース台帳 総 覧 」 と同 じ編 集 ス タイ ル が利 用者 に とって 最 も使 い易 い もの

な の か十 分 に検 討 す る必 要 が あ る。

例 えば 、 ク リア リ ングデ ー タベ ー ス の様 に 「デ ー タベ ース編 」 と 「業 者 編 」 の2本 立 て

に す る とか 、利 用 者 が必 要 とす る特 定 分野 だけ を編集 す る機 能 を持 たせ る とい うこ と も含

めて検 討 す る必要 が あ る。

4.2MT、FD配 布機 能

専門 セ ンタ設置 型 に よ りク リア リ ングセ ンタ を設 置 す れ ば、 セ ンタの運 用時間帯 な らい

つ で も、外 部 の端 末 か らオ ンライ ンに よ る ク リア リン グデ ー タ ベ ース の利 用 が可 能 とな る。

し か し、 ク リア リ ングデ ー タ ベー ス の普 及 及 び デ ー タベ ー スの 振 興の た め に は ク リア リン

グデ ータ ベ ース 自身 の提 供 を行 う必 要 が あ る。

ク リア リ ングデー タ ベ ー ス 自身 の提 供 形 態 として は 、MT(磁 気 テ ー プ)とFD(フ ロ

ソ ピィデ ィス ク)の2形 態 が 考 え られ る。MTは 大 規 模 な デ ィス ト リビュー タの サ ー ビス

に適 し 、FDは パ ソコ ン を使 うパ ー ソナ ル ユ ーザ に適 して い る。MTに っ い ては 、ISO

JIS等 の標 準 フ ォー マ ン トで提供 を行 い 、FDに っ い て は特 定 パ ソ コ ンも し くは特 定

DBMS向 け にす る の か 、 あ るい は 一般 的 な フ ォー マ ッ トを決 め るか を選 択 す る必 要 が あ

る。

利 用 者 側 に あ る程 度 の変換 作業 が 発 生す る として も、提供 側 に よ る デ ー タの加工 が あ ま

り行 われ てい な い生 デ ー タ に近 い形 の標 準 的 な形 式 で提 供 す る方 が 、利 用者 の応 用 が 可能

とな る。 す なわ ち、特 定 のDBMSの 利 用 を前提 としな い提 供 形 態 の方 が 、 ク リア リ ング

デ ー タ ベ ース の普及 に とっ て は、良 い 方 策 とい え る。

ク リア リングデ ー タは 、現 在FACOMMシ リー ズの コ ン ピュー タ を用 い て構築 、運 用

して い る。 した が って 、使 用 してい る漢字 コー ドはJEFコ ー ドで あ り、MT、FDに よ

りク リア リン グデ ータ ベ ー ス を提供 す る場合 にはJISコ ー ド等 へ の変換 が必要 に な る こ

と もあ る。JIS第2水 準 の範 囲 内 に あ る文字 コー ドに つ い て の変 換 上 の問題 は特 に な い

が 、範 囲 外 の外 字 につ い て は置 き換 え等 の作 業 が発 生す る こ とに な る。
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4.3利 用状 況 収 集 機能

デ ータ ベ ース ク リア リン グシ ステ ム の連 用 をサ ポー トした り、操 作 性 向上 等 シス テ ム の

改 良 を行 うには 、 シス テ ム の利 用状 況 収 集機 能 が 必要 で あ る。

ス タ ン ドア ロ ン型 の場 合 、 パ ソコ ン用 のDBMSを 導 入 す る こ とに な るが 、 それ らの

DBMSに は、 コマ ン ドの実 行 回数 や 項 目の参 照 回数 を収 集 す る機 能 が付 い てい な い の が

一 般的 で あ る
。 した が って 、表4-1に 示 す様 な利 用状 況 に関 す る情報 を収 集 す る場 合 は 、

DBMSと のイ ンタ フ ェー ス を考慮 した プ ログ ラムの開 発 が必 要 に な るが 、短 時 間 で の実

現 は難 しい。

表4-1に 示 す情 報 が収 集 で きれ ば 、 デ ータ ベ ー スの利 用 状 況 の把 握 や課 金 の ため の有

効 な 資料 とな る。

表4-1利 用状況に関す る収集情報

種 類 収 集 情 報

一 1.利 用者認識 番号

2.デ ー タ ベー スの接続 開 始 日時

A
云

3.デ ー タベ ース の接 続 終 了 日時

計

4.接 続 時 間

情

5.デ ー タ ベ ース読 み込 み回 数

報

6.レ コ ー ド出 力 件 数

統 7.コ マ ン ド実 行 回 数

計 8.コ マ ン ドの実 行 に費 し たCPU時 間

情 9.コ マ ン ドの実 行 に費 した実際 経 過 時 間

報 10.利 用 した項 目 と回 数
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5.デ ー タ ベ ー ス台 帳 総 覧 と の イ ン タ フ ェ ー ス

5.1台 帳デ ータの 収 集 方 法

台 帳 デー タの収 集 は 、2.2.(1)デ ー タ の収 集 ・更新 プ ロセ ス に沿 って行 う こ とに な る。以

下 では 、収集 の際 に特 に留意 す べ き事項 につ い て示 す こ とにす る。

情 報の 収 集 ル ー トが確 立 さ れ た とし て も、情 報提 供 者 側 に書 くメ リッ トが な い と・最新

で かつ品 質 の高 い情 報 を集 め る こ とが で きな い。 毎 年 ほ ぼ同 じ内 容 を 申告 書 に記 入 しな け

れ ば な らな い現在 の方式 は 、情 報 提 供 者側 に 多 くの作…業 量 を必 要 と して い る。 記入 作業 が

年 度 末 とい う時 期 の悪 さや 、回収 期 間 が短 い こ と もあ り、情 報 提 供 者 側 に立 った 配 慮 が欠

け てい る とい え る。

台帳 デー タの デ ー タベ ー ス化 に伴 い 、今 後 は情報 提 供 老 側 の立 場 に立 って 、前 年 度 まで

に 申告 された 内 容 が 、次年 度 以 降 に 申 告(記 入)す る ときの作業 量 の 低減 化 に極 力 つ な が

る様 に しな け れば な らない。

5.2台 帳 フ ォ ーマ ッ ト

デー タ ベー ス 台帳 総 覧 に関 して検 討 しなけ れば な らな い フ ォー マ ッ トは 、情 報 提 供 老 用

の 申告 書(デ ー タ記 入 用紙)と 冊 子 体 として の デ ー タベ ー ス 台帳 総 覧 の2つ で あ る。 現 在

の デ ー タベ ー ス台帳総 覧 は 、申告 書 をそ の ま ま印刷 してい るの で 、結果 とし て フ ォーマ ッ

トは1種 類 で あ る。

ク リア リングデ ー タベ ー ス構築 の た めの デ ー タ記入 用紙 とし ては 、現在 の 申告 書 は適 さ

な い。す なわ ち、一 応 申 告書 の記入 要 領 が定 め られ てい る ものの 、記 入 上 の 自由度 が大 き

く、結果 的 に記 入 内容 及 び記 入 の深 さ等 につ い て の整 合 性 が とれ て い ない 。

開発 した デ ー タ ベー ス ク リア リング シス テ ムの ク リア リング デー タベ ー ス の蓄 積 更新 に

用 い た デー タ記 入用紙(10種 類)及 び ク リア リングデ ー タ ベ ー スの構 造 と フ ォー マ ッ ト

を参考にして、新 しい申告書(デ ータ記入用紙)を 設計す る必要 があ る。

表5-1は 、申告 書(デ ー タ記 入 用紙)に 盛 り込 む べ き主 要 な項 目につ い て、 ク リア リ

ン グデ ー タベ ース の構造 に 従 っ てデ ー タ ベ ース 用 と業 務 用 に分 け て検 討 した もの で あ る。

■
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表5-1申 告 書 と 記 入 項 目(案)

申告書の種類 記 入 項 目

・デ ー タ ベ ー ス 登 録 番 号 ・デ ー タ ベ ー ス 名 称

・概 要 ・デ ー タ ベ ー ス 項 目名

・ 分 野 ・ キ ー ワ ー ド

デ ・出 典 ・情 報 源 の メデ ィ ア

| ・調 査 名 ・デ ー タ の タ イ プ

タ ・収録情報の形態別割合/地 域分布

べ ・収 録 期 間 ・件 数 ・更 新 周期 ・件 数

1 ・時系列数 ・公開/非 公開

ス ・業 者番号

(プ ロ デ ュ ー サ 、 デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ 、 代 理 店 、 代 行 検 索 業 者)

・検 索 可能 項 目名 ・サ ー ビス料 金

・ そ の 他

・業 者登録番 号 ・業 者名称

業 ・業 者連絡先 ・業者種別

・サ ー ビ ス シ ス テ ム 名 ・サ ー ビ ス 形 態

者 ・サ ー ビス時 間帯 ・利 用者 サ ポ ー ト

・ そ の 他

5.3台 帳編 集 との結 合

現 在 の デー タ ベ ー ス台帳 総 覧 は、分 野 別 に デ ー タ ベ ー ス を並 べ た本誌 と6種 の 索引 を含

む 索引 誌 で構 成 して い る。 ク リア リ ングデー タベ ー スか らデー タベ ース台 帳 総 覧 を編 集 す

る場 合 は 、利 用者 の立 場 か ら見 て使 い易 い構成 と内 容 を改 め て検 討 す る必 要 が あ る。

4.1台 帳 編 集 機 能 で示 した用 に、 「デ ー タベ ー ス編 」 と 「業 者 編 」 に分 け て編 集 す る方

式 も考 え られ る。 デ ー タベ ー ス台帳総 覧 の構 成 と内 容 の検討 に際 し ては 、 マ シ ン リー ダ ブ

ル にな っ て い る ク リア リ ングデ ータ ベ ー ス を最大 限 に活 かす方 法 を考 え る必 要 が あ る。
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6.社 会 支 援 ツール としてのデ ー タベース ク リア リング システムの運 用 形 態

前 述 し た よ うに デ ー タベ ー ス ク リア リン グ シ ス テム は支 援 ツ ール と し て も機 能 す るこ とに

な る ため 、その場 合 の運用 形 態 を考 え る必 要 が あ る。

6.1運 用形 態 の 比較

連 用形 態 として は、 セ ンタ設 置形 とス タ ン ドア ロ ン形 が考 え られ る。

セ ンタ設 置形 は 、 デ ータ ベ ー ス そ の もをTSS機 能 を有 す るセ ンタ で所 持 し 、複数 の端

末 か ら回 線 を用 いて その デ ー タ ベ ー ス に ア クセス す るも ので 、① セ ンタで 、 デ ー タベ ー ス

が 管理 され てい るの で一 貫 性 の あ る情報 が提 供 で きる こ と、② デー タ ベ ー ス台 帳 の編 集 、

更新 が頻 繁 に な っ てきた場合 、セ ン タ を有 して い るこ とで対 応 が っ きゃす い こ と、③ セ 之

タの容 量が 大 き く、FAX経 由 で ユ ーザ が イ メージ デ ー タを利用 す る こ とが可能 とな る。

反 面 、① 利 用 可能 時 間帯 が制 限 され る こ と、② 経 費 が大 き くな って し ま うこ と等 が欠 点

で あ る。

　

ス タ ン ドア ロ ン形 は 、台帳 編 集 、 デ ー タベ ー ス作成 を計 算機 を用 い て行 い 、 ここで 作 ら

れ たFD(プ ロデ ューサ と して販 売 す る もの と同 じ)を 用 い て 、 デ ー タベ ー ス振 興 セ ン タ

ー等 の ク リア リングセ ンタに お い て ス タン ドア ロン形 でサー ビス を可 能 とす る もの で あ る。

メ リソ トと して は

① セ ンタ連 用 時 間 に拘 束 され ず 、 夕方 の電 話問 合 せ に対 して も対応 が 可能 で あ る。

② さ らに、他 の デ ィス トリ ビュー タや 利 用者 がFDを 購 入 す る こ とに よ り、検 索や 利 用

者 独 自の デ ー タ加 工 が可 能 と な る。

デ メ リッ トと して は、① イ メー ジ デ ータ の 利 用 が 出来 ない 、② セ ンタ デ ー タ ベ ース と利 用

者 側 とで タイ ム ラ グが生 じる こ とで あ る。

しか し 、開発 費 に デー タ ベー ス変 換 用 ソフ トを加 え て も総 経 費 が安 価 で あ り、か っ デ ー

タ ベ ー ス デ ー タベー ス 自体 が頻 繁 に更新 され る もの で は ない こ と、さ らに、セ ンタデータ ベ

ー ス と利 用者 との間 で の若 干 の タ イ ム ラ グは 許容 され るもの で あ る と考 え られ 、 した が っ

て経 済 面 か ら案2の 形態 で運 用 す る こ と と し、台帳編 集 等 の デー タ の更 新 につ い ては 、必

要 な時 期 に セ ンタにて処理 を行 う こ と が望 ま しい と考 え られ る。(現 状 で は 台帳 は 年1回)
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表6.1実 験 シ ス テ ム の 運 用 形 態

案

1

2

分 類

ク

リ

ア

リ

ン

グ

セ

ン

タ

設

置

型

ス

タ

ン

ド

ア

ロ

ン

型

シ ス テ ム イ メ ー ジ

利用者

、貰

低

回

9

喜

利用者

貰

⑪
FAX

9

厨
特 定 ユ ーザ

DPC

百
回
FAX

(DB変 換)

回 ←㊥

フ ァ シ リ テ ィ

利 用 者 側

(利 用者)

訪 問、 電話 、FAX

(DPC)

ハ ー ドウ エ ア

パ ソ コン 、FAX

(特 定 ユ ー リ)

ハ ー ドウ エ ア

パ ソ コ ン、FAX

(利 用者)

訪 問、 電話 、FAX

(DPC)

ハ ー ドウ ェ ア

パ ソ コン 、FA)C

ソ フ トウ ェ ア

パ ソコンDBMS、

データベ ース

(既 存 デ ータベースユー ザ)

ハ ー ドウ エ ア

パ ソ コ ン 、FAX

ソ フ トウ ェ ア

パ ソ コ ン 用DBMS 、

ア ー タ ヘ ー ス

セ ン タ 側

(ハ ー ドウ ェア)

CPU

通信制御装置

イメージ入出力装置

(デ ータベ ース、ソフ トウェア)

ク リア リン グデー タベー ス

FAIRS-1

ELF

ユー ザ プ ログラ ム

(デ ー タベ ー ス 、 ソ フ

トウ ェ ア)

デ ー タ ベ ー ス変 換 用

ソ フ トが 必 要 に な る 。

利 用 者 か ら み た シ ス テ ム の 長 短

(長 所)

① セ ン タで デ ー タベ ー スが管理 されて い るの

で一 貫 性 のあ る情報 が 利用 で きる。

② イ メー ジデー タの利 用 がFAX経 由で可 能

とな る。

(短 所)

①利用可能時間帯が制限される。

例 月 ～ 金1000～1600

(長 所)

① セ ン ター運 用時 間に 拘束 され ない。

② 利 用 者 独 自の デー タ加工 が可 能 で あ る。

(短 所)

① イ メー ジデ ー タの利 用 が で きない。

② セ ンタデ ー タベ ース と利 用者 側 デ ー タベ ー

ス との タイ ム ラグが 発生 す る。

③ パ ソコ ン用DBMSの ソ フ トが必 要 に な る。

④ デー タベ ー スの 変換 ソフ トが 必要 で あ る。

総 経 費

28,775千 円

13、987千 円
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表6.2ク リ ア リ ン グ シ ス テ ム の 運 用 形 態

機 器 使 用 料 ソフ トウ ェア開 発 費 デ ー タ メ ン テ ナ ン ス 費 用 運 用 人 件 費 そ の 他 合 計

(セ ン ター機器 使 用料) (デ ー タ メン テ ナ ンス費 用) 事 務 費

専 0千 円
・人 件 費 ・消耗 品 費

用 (情報機器使用料)
・デ ー タ パ ン チ 費

セ ・デ ィス プ レイ端 末 装置 ●デー タ記 入 用紙 印刷 費等

ン ・パ ー ソナ ル コ ン ピ ュ ー タ 装 置

タ ・フ ァ ク シ ミ リ装 置 (2,500件)

| ・通信制御処理機構

設 ・回線 使用 料

置 9,495千 円

型

9,495千 円 0千 円 10,320千 門 (1年 と反)8,460千 円 500千 円 計28,775千 円

(情報機器使用料)

・

事 務 費
ス

・パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 装 置
・消耗 品費

タ ・ フ ァ ク シ ミ リ装 置

ン
984千 円

ド
(DBMS購 入費) 同 上 同 上

ア ・(例 、dBASEm)
ロ

ン

268千 円

型 1,252千 円 2,115千 円 10,320千 円 0千 円 300千 円 計13.987千 円



6.2望 ま しい 運 用形 態

(1)運 用形 態 の選 定

急速 に 進 展 しつ つ あ る情 報社 会 に あ って 、 デ ータ ベー ス に対 す る関 心 の度 合 は急激 な高

ま りをみ せ つ つ あ る が 、そ の問 い合 わせ ば多 岐 に渡 っ てお り、 「デ ー タベ ース を利 用 す る

に は どの よ うにす れば よ い の か」 とい う漠 然 とし た ものか ら、技術 的 な事項 、海 外 の デ ー

タ ベ ー ス に関 す る事項 そ してサ ー ビス の詳細 に い た る もの ま で 千差万 別 で あ る。

これ ら種 々分散 す るデ ー タ ベー ス に対 す る質 問 に対 して、、充 分 に満 足 し うる大 規 模 な オ

ンライ ン ク リア リ ング シ ス テム を一気 に構築 す る ことは 、現段 階 では決 して得策 とは言 え

な い。

す な わ ち 、 当面 の デ ー タベ ー スク リア リング システ ム は 前 項 で も述 べ た とお り、ス タ ン

ドア ロ ン型 と して常 に 最 新 の情 報 を保 持 し、電 話 等 に よる問 い 合 せ に対 す る回答 の支 援 シ

ス テ ム と して機 能す る こ とが 、 よ り実効 的 で あ る と考 え られ る。

ま た 、問 合 せ 者 が シス テ ム設 置 場 所 に赴 き、直接 検 索 を可 能 とす る こ とも考 え られ る が 、

使 用頻 度 を考 慮 す る と操 作 上 効率 的 な 検 索 を実 施 す る には 、 シス テ ム構 成 上 か らも困難 な

面 が多 い。

以上 か ら、当面 の デ ー タベ ー ス ク リア リング シス テ ム はス タ ン ドア ロ ン型 と して使 用 し、

専 門 の シス テ ムを熟 知 したオ ペ レー タが問 い合 わせ 内容 を判 断 し、検 索 結 果 を通知 す る形

態 が望 ま しい と考 え る。

② 運 用機関

この よ うな デ 一 夕ベ ー ス ク リ ン リング シス テ ムの運 用 は、 デ ー タベ ース の健 全 な発展 を

考 慮 した場 合 、1企 業1営 利 団 体 に委 ね る こ とは 偏 っ た デ ー タの 流 出 に っ な が る恐 れ があ

る こ とか ら避 け るべ きで あ り、公 的機 関 も しくは複数 企 業 の 共 同機 関 に よ る運 営 が望 ま し

いo

また、問 い合わぜ内容が多岐にわたることか ら、高度な判断力を持 つ専 門の システムオ

ペ レータが必要であ ること、 データの分類 ・更新等 には同様 に専門的知識 を要す ること等

を考慮すると、システムの運用面 か らも専門の機関 ・組織による運用が必要 と考え られる。

(3)運 用経 費

デー タベースク リア リングシステムの運用 にかかわ る費用 の調達 に関 しては、 システ ム

に登録 される情報提供業者 とその利用者 による側面か らと、デ三 夕ベ ースの国家的産業振

興 を図 る側面か らとの両面か らの アプローチがあろ う。

まず 、 システ ム上 に登録す る情報提供業者 か らは、 ク リア リングシステムによるサ ービ

スチ ャンスの可能性 があることか ら、基 本的 に登録料 としての料金 を徴収 すべ きである。

また、利 用者 か らは、提供情報 の対価 としての情報料 を料金 として徴収 すべ きであ り、

本 システ ム以外 の類似 システムへの圧迫 を回避す る面 か らも情 報料 は徴収 す る必要 があ る。

しかし、システム連用 にかかわ る経費 をすべて情報 提供業考及び その利用者か ら負担 す
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るのでは、現状では非常 に高価 なサー ビス料金 レベル とな ることが予想 され ることか ら、

データベース産業 の成熟 期 まで は国 策 としての援助 が必要 と考 え られる。

以上 か ら、情報提供業者及 び利用者に とっては払い易 い料金水準 とし、その収入で不足

す る分に関 しては国等 か らの援助 によることが適当であ ると考 える。
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7.ま と め

本 報 告 書 で は、 デ ー タベ ー ス ク リア リング シス テ ムの運 用 に関 す る、委 員 会 にお け る何 回 か

の検 討 過 程 にお い て得 られ た認識 に基 づ いて 、今 後 の デ ー タベ ー ス ク リア リング シス テ ムの運

用 の あ り方 にっ い て の提 案 を ま とあ た もので あ る。

提 案 され た意 見や 見 解 は多 岐 に わ た っ て い るが 、そ の 中 で 、 ク リア リン グ デー タベ ー スの 開

発 に つ い ての特 に重 要 と思 わ れ るポ イ ン トは以 下 の とお りであ る。

(1)デ ー タ の効 率的 な収 集 の し くみ を構 築 す る こ と

② デ ー タ検 索 の た めの キ ー(分 類 、キ ー ワー ド等)の 適 切 な付与 の し くみ を作 る こ と

(3)内 容 の客 観 性 と正確 さ を維 持 す るた め に デ ータ の チ ェ ック体 制 をつ くる こ と

(4)台 帳 総 覧 の編 集 との 統合 を考 えた トー タル シ ス テ ムの あ り方 を検 討 す るこ と

(台 帳 の編 集 機械 化 を含 む。)

(5)わ が国 の デ ー タ ベ ー ス お よ び デ ー タベ ー ス産業 の統 計 として の基 礎 デ ー タの保 持 に 努 め

るこ と。

ま た 、 デ ー タの 更新 に つ い て の提 案 のポ イ ン トは 、以 下 の とお りで あ る。

(1)変 更 や追 加 が行 わ れ た時 に 、随時 更新 が可能 な もの とす る。

(2)年1回 ～2回 程 度 の調 査 に 基 ず い て 、更新 を行 う。

(3)オ ン ライ ンでは な く、パ ッチ に よ る更新 が望 ま しい 。

さ らに、 デ ー タベ ー ス の提 供 に つ いて以 下 の よ うな点 が提 案 され た 。

(1)ク リア リング デ ー タベ ー スの 内容 を 、その ままデ ー タベ ース 台帳 の原稿 と して 利用 す る。

② ク リア リング デー タベ ー ス を 、磁 気 テ ー プ等 の形 で デ ィ ス トリビュ ー タに提 供 す る

(3)ク リア リング デ ー タベ ー ス を フ ロ ッ ピー デ ィス ク等 の形 で 利 用者 に直 接 提 供す る

(4)デ ータ ベ ー ス プ ロデ ュ ーサ と して の立場 に立 って ク リア リングデ ー タベ ー スの構 築 に専

念 し、 自 らオ ンラ イ ンサ ー ビスは行 わ な い 。

な お、 デ ー タベ ース ク リア リング シ ステ ム の内容 を充 実 し、サー ビス を提 供 して行 くにあ た

って 、今 後検 討 ・実施 す べ き事 項 と して、以 下 の よ うな点 が指 摘 され た 。

(1)デ ー タベ ー ス台帳 が どの よ うに使 わ れ て い るか 、 ど うい う使 い方 をユ ー ザ が希 望 して い

るか に つ い て の調 査 も重要 で あ る。

(2)ク リア リ ングシ ス テ ム そ の も の も宣 伝 、PRし 、 デ ー タ ベ ー スの 普 及 、 啓 蒙 に努 め るべ

き で あ り、各 種 の シ ョ ウで展 示 を行 い 、利 用者 に実 際 に さわ っ て も ら うこ とも必 要 で あ る。

本 報 告 書 で は 、 ク リア リ ングシ ス テ ムの 連用 に関 して 、 デ ー タの 収 集 ・更新 、 チ ェ ッ ク ・分

類 委 員会 等 の体制 の必 要 性 、 さ らに デ ー タ ベ ース台帳 との イ ンタ ー フ ェー ス につ い て ま とめ て

お り、 この結 果 が、通 産 省 で行 っ て い るデ ー タベ ー ス台 帳 総 覧 の編 集 の機械 化 ・収 録 内容 と検

索 向 上 に役立 て ば幸 い で あ る。
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ク リア リング デ ー タベ ー ス の維 持 お よ びそ の シス テム の運用 に関 す る 当委 員 会 の コ メ ン ト

デ ー タベ ース ク リア リ ング実験 シス テ ム(DBCS)の 概 要

デ ータ ベ ー ス台帳 総 覧 作成 上 の問 題 点.

実 験 シス テ ムの 開発線 表
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付 録1.ク リア リングデ ー タベ ースの維持お よびそのシステムの運 用に関す る当委

員会 のコメ ン ト

ク リア リ ングサ ー ビス に 関 して、 デ ータ の収 集 、更 新 、 体 制 、 ク リア リングサ ー ビス 内容 、

形 態 、 シス テ ム機 能 、 台帳 との イ ンタ フ ェ ースの各 々に つい て委 員会 で の意 見 を表 に整 理 し

た。
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委 員 会 意 見 ま と め と 方 策 案
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検 討 事 項 内 容 方 策

デ ータの収 集 ・更 新 最新情報の集め方 。シ ス テ ム構 築 に あた って は 、 デ ータの 収 集 ・修 正 ・加 工 に 力を 入 れ る必 要 が あ る。 デ ータの収 集 、 メ ンテナ ンス体 制 の確 立

。デ ータ ベ ー ス流通 面 か ら更 新 体 制 の整 備 が必 要 で あ る。

o最 新情報をいかに収集 し更新するかの仕組が必要である。

oい か に最 新 で信頼 の ある デ ー タを 集め る体制 を 整 え るか が大 切 であ る。

デ ー タ の メ ンテ ナ ン ス o現 在 の 「デ ータ ベ ー ス台帳 」は 情報 収 集 の制 度 的裏 付 け と し、 ク リア リングデ ー タ

ベ ース はUp-to-Dateな 情 報 収 集 ・更 新 が で き る運用 体 制 を考 え る。

oデ ー タ ベ ー ス の 創 成(デ ー タ の 収 集 ・デ ー タ の 加 工 、 デ ー タ ベ ー ス の 創 成 ・キ ー ワ

一 ドの洗 い 出 し ・キ ー ワー ドの追 加)を 十 分 検討 す る必要 が あ る。

。デ ータ ベ ー スの 内容 に つ いて の 変更 情報 が集 まる よ うに 、広 告媒 体 的 な要 素 を 含め 、

業 者 が登 録 してみ よ うとい う気 を起 こ させ る と良 い。

Oメ ン テ ナ ンス の タ イ ミ ン グ も 検 討 が 必 要 。

。最 新 の情 報 を 提 供 で きる よ う、 更新 を 決 った時 に きちん とや る よ う基 本 的 な こ とを

決 め て お くべ きで あ る。 ま た、 情報 そ の もの が 変わ った こと も知 らせ られ な いか。

オ ンライ ン更新 の 可能 性 。 リアル タ イ ム でデ ー タを直 接 更 新 させ る と良 い。 オ ン ライ ンは左 記理 由か ら当面 行 なわ な い。

。ベ ンダー に よる 直接 更 新 リアル タ イ ム更 新 は 、 シス テ ム負荷(① 検 索 デ ー タベ ース

は通常更新制御に弱い ②回線設備が大 きくなる ③会話型入力 ソフ トが必要)と

ベンダー側(④ 専用端末が必要 ⑤回線費用が発生 ⑥入力用オペ レータが必要)

の 負荷 が 高 い。

夜間更新型に しても、①を除きほぼ同様の負担が発生する。特に小規模なベンダー

に と っては 負荷 が大 きい の では な いか。

デ ー タ 収 集 用 マ ニ ュ ア ル 。最 新 又 は更 新情 報 は 、デ ー タベ ー ス作成 マ ニ ュアル に基 づ きベ ンダ ーが 作成 す る体 デー タ収 集 マ ニ ュアルの 整備 が必 要。

制 が 望 ま しい。 但 し、 最初 か ら内容 の統 一 は難 しい と思 われ るの で、初 期 の 段階 で

は 、 ク リア リング セ ンタ で イ ンデ クサ ー(外 注 で も良 い)に よ る集 中的 チ ェ ックが

必 要 で はな いか 。 そ の際 、 デ ー タ シー ト作 成 マ ニ ュ アル を整 備 ・充 実 させ る必要 が

あ る。 なお 、ベ ンダ ーが提 出す るデ ー タ シー トは フ ロ ッ ピー デ ィス クで届 け出 させ

る手 もあ る。
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検 討 事 項 内 容 方 策

。各機関がデータシー トに必要事項を記入する際の手引書の作成あるいは充実が必要

で あ る。(少 な くと も国 産 デ ー タベ ース につ いて)

Oデ ー タベ ー ス名 や シス テ ム名の 使 い方 、 デー タ シー トの 記述 項 目、 記 入 内容 を 管理

するための制度の確立。

Oマ ニ ュアルが 整 備 され てい な い と、 デ ー タの レベル が同 じにな らな い。 収 集 後 加工

が 入 る な ら大 変 であ る。 また どの よ うな形 で キ ー ワ ー ドを メ ンテ して い くか 。 デ ー

タの整理体制が重要である。

O最 新 ラ ータを'集め る と して も標 準 書式 を 決め 、 業者 が これ に 記 入 し、更 新 の都 度 業

者 が送 付 して くる仕 組 み を 作 る こ とが 必 要 であ る。

oデ ータを 作 って い る と ころ が一 番 中身 を 知 って い るの で、マ ニ ュ アルを 整 備 して書

い て も ら う方 が 良 いの では なか 、統 一 してや るには 限 界 があ る。

体 制 チ ェ ッ ク体 制 。デ ータの 内 容 を チ ェ ック し、 オ ー ソ ライ ズす る機 関(要 員)が 必要 。 分類委 員会 チ ェ ック体 制 の確立

。必 ず チ ェックす ると い う段 階 を経 な い と品質 を維 持 す る ことは 出来 な い。 申告 者 べ

一ス を部 分的 手直 しす る上 で専門 ス タ ッフが必 要 であ る
。

Oメ ンテ ナ ンス を 含め た運 用 体 制 が重 要 で あ る。

分 類 Oデ ータベ ース を一 般 、 自然 科 学 ・技 術 、社 会 科学 ・人文 科 学 、 ビジ ネス 、 その 他 の

いずれかに分類 しているが、その分類の仕方の妥当性の再検討が必要である。

。分類 に は 、① 医学 、経 済等 の 分 野分 類 と、 ② オ リジナ ル形 態 が何 か(新 聞 記 事 、 レ

ポ ー ト、 カタ ログの み …)の 二 つ の 側 面が あ る。単 な る分 野 分類 で な く、分 類 の整

備 をす べ きで あ る。

。分 類 の作業 委 員会 を作 り、 キー ワー ドを作 成す るの と同 じ体 制 を一 元 化 した ら ど う

かo

。分類 も申告 者 につ け させ るの を前 提 と し、 誤 って 記 入 した もの は 返送 し、信 頼性 を

高め る こと が必 要。

。有 料 でサ ー ビスす ると な る とスペ シ ャ リス トを置 い てお か な い と意 味 が な い。

。現 在 は 申告 者 が 行 って い るため まち まち であ る が、分 類 に つ いて オ ー ソ ライズす る

セ クシ ョンが 必 要 で あ る。

。デ ー タの メ ンテ ナ ンス上(デ ー タの 品 質信頼 性 維持 上)、 申告 者 ベ ース でな く何 ら

かの形で管理する体制が必要であ り、分類委員会を作るという方法が考えられる。
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検 討 事 項 内 容 方 策

要 員 の確 保 ・教 育 。① デ ー タベ ー ス品 質 管理 の た めに 人 材 が必 要 に な る。 更に ② サ ー ビスの 種 類 σ形態) 人等の制約など具体的な現実の面は次年度維

に よ って は 人 が い る。 これ らに よ って は人 一経 済 面 か らの制 約 に な り得 る。 続 検 討 す る。

`

ク リア リ ン グ サ ー ビス デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス の 。デー タベ ース デ ー タベ ー ス では 国産 の ものの 記 述を 深 め るべ き。

内容 O社 内 デ ー タベ ースの 収録o

O「 利用 した い データ ベ ニ スが あ るか な い か分 らな い 」とい うユ ーザ ・ニ ー ズは デ ー

タベ ー スサ ー ビス全般 に 関 して 素人 だ と考 え た方 が 良 い。 そ こで 、 ク リア リ ングデ

一夕 ベ ース に は 、海 外 デ ータベ ー スに つ い て も含め る必要 が あ る。 そ の際 、既存 の

海外 デ ー タベ ースの デ ィ レ ク トリーを 日本語 に翻 訳(先 方 の 了解 が必 要 だ が)す る

べ きで あ る。

。ク リア リングサ ー ビス と して は 、範 囲 を示 した あ と、連絡 先 とTELを 教 えれ ば 良

いの で は ない か?

サ ー ビス形 態 Oク リ ア リ ン グ デ ー タ ベ ー ス の サ ー ビス は 広 く デ ー タ ベ ー ス 業 者(デ ィ ス ト リ ビ ュ ー MT配 布やFD配 布が必要

タ)に 開 放 し流 通 させ るべ きであ る。 開 放 の仕 方 は 、MT渡 し、 コ ンピ ュー タ結合

の 両方 が考 え られ る。(但 し、 更 新は1ヵ 所 で集 中処 理)。

oパ ソコ ンが普 及 して お り、FDを 供給 す れ ば デ ー タベ ー スを検 索 で きる の で、 運用

セ ンタ側 での 対 応 の軽 減 、 簡易 性 を考 え てFD供 給 を 可能 に させ るべ きで あ る。

oサ ー ビス は オ ンライ ンに 限 る必 要 は な く、MT、FD配 布 も行 うべ きで あ る 。

。MT、FD配 布がなされれば必要な情報を自分で更に追加が可能。

。MT、FD供 給に当ってコード体系の相違等にっいて解決する必要があるのではないか。

。ホ ス ト出 力の 負荷 軽減 の ため 、 オ ンライ ンで受 け た もの も スタ ン ドア ロ ンの光 デ ィ

ス クに一 時 蓄 積 して 、 これ を 夜間 引 出 し、 又は 翌 日ユ ーザ 渡 しす る形 態 も考 え られ

るo

サ ー ビス対 象 。ど うい うユ ーザを 対 象 と して 作 るか(代 行 検索 の人 、 これ か ら デー タベ ースを 使 い 「サ ー ビス対 象 」

た い と考 え て い る 中小 企業 の 人 …等)を 明 確 にす べ きで あ る。 これ に よ り結果 と し oク リア リ ン グ サ ー ビス の 支 援

て 、 検 索 方 式(コ マ ン ド、 メ ニ ュ ー)が 決 ま る 。 O素 人(デ ー タベ ースを 使 いた い と思 って い る

o利 用 者が 誰 か 明確 に し、利 用 し易 い シス テ ムを考 え るべ きであ る。 人)
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検 討 項 目 内 容 方 策

Oデ ー タを 作 る とい うこ とに徹 した 方 が よい の でいか。 プ ロデ ューサの 立場 を検 討す る。

Oサ ー ビ ス 面 で プ ロ デ ェー サ に 徹 す るo 責任 を 持 って デ ー タを 管理 す る。

料 金 Oイ メー ジデ ー タベ ース は 電子 伝言 板 的 に使 わ れ るた め デ ィス トリビ ュー タが経 費負

担 す るの ガ妥 当。

Oイ メ ー ジ デ ー タ(パ ン フ レ ッ ト)は 業 者 か ら料 金 を 取 っ て 良 い。

。料金 は 当初 、 普及 を 第一 にす るた めに 無 償 か 、又 は それ に近 い価 格 が 良 いの では 。

Oこ の よ うな シス テ ムを 使 って 良い サ ー ビスを す る の で あれ ぽ料 金 が とれ るの では な

い かo 登 録 料 、 サ ー ビス料の 設立

O無 料 で も良 い の で は ないか との 意 見 もあ るが、情 報 の価値 観 と して 、 ク リア リン グ

サ ー ビスを 有 料 とす べ きで あ る。

O無 料 だ と文句 が言 えな くな り、文 句が 言わ れ な い と良 くな らない し、使 わ れ な い と

デ ー タ ベ ー ス は 良 くな ら な いo

。料金を高く取るのは問題であるが、必要なら商売も可。無料とすると業者を圧迫す

る こ とに な りか ね な いo

。デ ー タの提 供 者 、利 用 者 か ら も取 れば 良い の では な いか。

。料 金 を 取 る こ とが望 ま しい。

シ ス テ ム 方式 ・構成 Oデ ー タベ ー スの 分 け方 、 どこ に デ ータ ベ ース を置 くか 検討 す る必 要 が あ る。

oVANに 乗 せ る方法 等 、 出来 るだ け 多 くの 人か ら ア クセス 出来 る形 態が あ り得 るの

では な いか 。

機 能 O台 帳 の編 集用 出力 、機 能 。 左記機能を付加することを検討する。

oFD配 布機 能 付 与。

O利 用 状 況(ロ ギ ン グ)の 収 集 「 ロギ ン グ項 目 ・ロギ ング取 得 の仕 組 み ・ロギ ング運

用 」どの テー マが どの程 度 検索 された か ロギ ング情 報 を 取 れ る よ うに して お く必要

があ る。

。バ ッ ク ア ッ プ 処 理 「バ シ ク ア ッ プ の 対 象 、 バ ッ ク ア ッ プ の 周 期 」

キ ー ワ ー ド シ ソ ー ラ ス Oキ ー ワー ドの追 加 が あ った 時 の 対応 を ど うす るか 、 キ ー ワー ドの拡 張 に あ った 仕組 拡張性を持たせる

み を考 え た方 が良 い。 (分類委員会との連携)
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検 討 項 目 内 容 方 策

。業 種 コ ー ドは時代 と と'もに 変 わ るが 、反 対 に フ リー タ ーム め み とす る とど う して も

ノイ ズを ひ ろ って しま い検 索 に時 間 がか か るた め、 フ リー ターム と シソー ラ スを併

用 して行 って い る例 が あ る 。

入力(シ ス テム) O項 目(入 力/出 力)が 多い よ うであ り、 再 整理 した ら ど うか。 編集の仕方や項 目を整理する。

。シス テ ム設計 の経験 か ら言 って、 デー タ入 力 の繁雑 さが重 要 な問 題 であ る。

操 作(ユ ーザ) oユ ー ザか らみ て 新 しい コマ ン ドを 作 らなけ れ ぽ な らな いの は 大 変 であ り、 日頃使 っ 普及 してい るDBMSを 選 択す る。

て い る と ころか ら流 通上 のぞ き込 め るの が 良 い。

出 力 oシ ス テ ムの 出 力形 態(ト ラ ピッ ク的 に みて 回 線利 用 は 高価 とな って しま う)の 検 討 項 目の整 理 を 行 う。

が必 要。

。一 目 で必 要 な情 報 が取 れ ない か、 また 検索 結 果 の サ ンプルが そ の ま ま取 り出せ な い

か?

台 帳 と の イ ンタ フ ェー ス 台帳データの収集方法 。登録を吸い寄せる方策を考える必要がある。 台帳編集との統合形態を検討する。

O書 く側に メ リッ トが な い と いい情 報(最 新 の もの)が 集 ま らな い の では な いか 。

。デー タベ ース ザ ー ピスを や る以 上 、 デ ータベ ース の品 質 が重 要 であ り、品 質 を いか

に維 持 で きるか の 体 制 が必 要 であ る。 この維 持 の ため 労 力 がか か る が 、一 方 で現在

デ ー タベ ー ス台帳 の 編 集 で も労 力が か か って お り、重 複 に な ら な い よ うにす べ きで

あ る。

O現 在 の デ ータベ ース台 帳 登録 が 年度 末 の忙 しい時 期 に短 期 間 に記 入 させ る よ うに な

って お り大 変 であ る。 大量 に 記 入せ ね ぽ な らな い 代理 店 は更 に大 変 であ る。

台 帳 フ ォ ー マ ッ ト oプ ロ デ ュ ー サ な ら10枚 、 デ ィ ス ト リ ビ ュー タ は200枚 を 台 帳 申 告 の た め 記 入 し

なけれ ば な らな い のが 現 状 で あ り、業 者 対応(ベ ンダ ーの 種類 、業 種)に 記 入様 式

を変 えた らど うか 。

Oク リア リン グシス テ ムか ら必 要 な 項 目であ れぽ 要 望す る こ とが で きる。 様 式 自体 は

2～3年 で 見直す こ と でス タ ー トして い るが、 あ ま り頻繁 に 変 え る と記 述す る側 が

大 変 に な る。 様式 の 印刷 は遅 くて も9月 であ り、 変更 す る とな る と、 そ の2ヵ 月 前

に告 示 を 出す こ とに な る。
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検 討 項 目

台帳 へ の イ ンパ ク ト

台帳編集との統合

内 容 方 策

出版 物 と して の 台 帳 は不 要 とな る こ とが考 え られ る。

の冊 子 体 に比 較 して メ リッ トを 出す 必 要 が あ る。 メ リッ トが な い と冊 子 体 で良

と に な っ て し ま う。

ア リング シス テ ム と台帳細 との二 本 立 て は明 らか に 問題 と思 う。 一体化 す る方

タ ー で あ る 。

の フォ ー マ ッ ト ・更 新 の仕 方 も含め て の全 体 的 な 見方 をす べ き であ る。 品 質を

す る時 、 台 帳総 覧 へ の 要 望 ・希望 が 出て くる。

ア リ ング シス テムが 軌 道 に乗 れ ば 、今 の 台帳 制 度 も実 態 に合 わ せ て 変わ って い

思 う。 ク リア リン グシ ス テムは 台帳 の 究極 の形 であ り、 シス テ ムの 検討 内容 は 、

に反映 させ た い。

ア リ ングサ ー ビスへ の 提 供 デ ータ は台 帳 総覧 と兼 ね 合 うこ とか ら、 デ一 夕ベ ー

管理 方 式 の検 討 成果 を台 帳 総覧 に いか に反 映す るか 、 更 に デ ー タベ ース ク リア

グサ ー ビスの 方 針 を 決め 、体 制を 固 め る必要 があ る。



付録2.デ ー タベ ース ク リア リン グ実 験 シ ス テ ム(DBCS)の 概 要

1.実 験 シ ス テム の概 要

DBCSは 、利 用 者 に デ ー タベ ース及 び デ ータベ ースサ ー ビス業 者 に つ い て の案 内情 報 を

提 供 す る。 デ ータベ ースの 案 内情 報 とは デ ータベ ース名 、 デ ータベ ース の概 要 、蓄 積 され た

デ ータに よ って カバ ー され る時 間 的 ・地 理的 範 囲 、出典 及 び サー ビス料金 等 の こ とを い う。

デ ー タベ ー スサ ー ビ ス業 者 の 案 内情 報 とは業 者 名 、連 絡 先 及 び サ ー ビス シス テ ム名 等 の こ と

を い う。

本 シス テム では 、 デ ー タ ベ ース に つ い て の案 内 情報 とデ ータ ベ ースサ ー ビス業 者 に つ い て

の案 内情報 を次 に示 す 異 な る2つ の デ ータ ベ ース に格 納 してい る。

デ ータベ ース案 内 情 報:デ ータ ベ ース デ ータ ベ ー ス

デ ータベ ースサ ー ビス業 者 案 内情 報:業 者 デ ータベ ース

DBCSは 、 この2つ の デ ータ ベ ースに蓄 積 され て い る案 内情 報 を、広 く一 般利 用 者 に も

提 供 で き る様 に 、 昨年 度 開 発 し た シ ス テ ムに機 能 追 加 が行 わ れ た。

昨 年 度 開発 した機 能 は 、 コマ ン ド方 式 に よる検 索機 能 で あ る。 本 年度 開発 した機 能 は メ ニ

ュ ー方 式 に よ る検 索機 能 、文 字 系 デ ータベ ース とイ メ ー ジ系 デ ータ ベ ース の2つ の デ ータ ベ

ース を統 合 管 理 す る機 能 及 び 通 信機 能 の3つ で あ る(図1) 。
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図1デ ー タベ ー ス ク リア リング 実験 シス テ ム



2.実 験 シス テ ム の構 成

開 発 したDBCSが 動 作 す る と き の シス テ ム構 成 は図2の とお りで あ る。

セ ンタ側 のホ ス トプ ロセ ッサはFACOMM360Rで あ り、 セ ンタ内 にチ ャネ ル直 結型 の

ワー クス テ ー シ ョ ンを設置 して あ る。 こ の ワー クス テー シ ョ ンには、 イ メー ジス キ ャナ が っ

い て お り、 イ メー ジ系 デー タの登 録 が 可 能 で あ る。 内蔵型 の通 信 制 御装 置ICP－ 皿の 先 に は、

公 衆 回線経 由で ア クセス を可 能 とす る た め に変復 調装 置(MODEM)と 網 制 御 装 置(NCU)

を設置 して あ る。

公 衆回線 経 由で利 用 で きる外 部 ワー クス テー シ ョン として パ ソ コ ン(FACOM9450皿)

とFAX(G皿 機)か ら成 る もの を1組 設置 して あ る。 このFAXを 用 い れ ば、 イ メー ジ系 デ

ー タ の入 出 力 がFAX－ 公 衆 網 －CFC経 由 で 可 能 とな る
。

FACDM

M360R

OSIV/F4MSP

PCC

C

C

O

(

I
C
P
l
皿

グ

ス

ン

ー

リ

ベ

ア

タ

リ

ー

ク

デ

MA型

MNCU

業者
外

CFC

嫡
拡 張

AA型

=

MA型

N㏄M 后,。H

道
/G皿一

/_7
公衆網

ローカル用

NMC

IDP

口
OPR

用語(又 ぱ略称) 装置又は機能名等 用語(又 は略称) 装置又は機能名等

AA NCUの 自動発信 自動受信型

M 変復調装置

M360R 計算機名(ホ ス トプロセ ッサ)

CCP 通信制御装置 MA型 NCUの 手動発信 自動着信型

CFC フ ァ クシ ミ リ接 続 装 置

FAX フ ァ ク シ ミ リ装 置 NCU 網制御装置

Gl皿 フ ァ クシ ミ リの 国際 規 格 NMC ネ ッ トワークマ ル チ プ レクサチ ャネ ル

ICP－ 皿 内蔵型通信制御処理機構 OPR オ フ ィス プ リンタ装置

IDP イ メー ジデ ィス プ レイ装 置 OSN/F4MSP オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 名

IS イ メ ー ジス キ ャナ装 置

図2実 験 システムの構成
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3.実 験 シ ス テム の検 索 機 能

3.1概 要

DBCSの 検 索機 能 は メ ニ ュー方 式 と コマ ン ド方式 の2方 式 に よ り実 現 され て い る。

今年 度 開発 した メニ ュー方式 は、 コマ ン ド方 式 の利 用 者 よ りも デ ー タベ ー スや 検索 シス

テ ム 、 コ ン ピ ュ ー タ端 末 等 に馴 染 み が な い 、す なわ ち使 用 経験 に乏 しい利 用 者 を対 象 と

して い る。 シス テ ムか ら表示 され る メニ ュ ー画 面 に従 って必 要 項 目を入 力 して行 け ば 、利

用 者 が 所 望 す る デ ー タ ベ ース及 び デ ー タベ ース サ ー ビス業 者 に関 す る情 報 が得 られ る。 コ

マ ン ド方 式 で は コマ ン ド名 や入 力形 式 をあ らか じめ覚 えて お く必 要 が な い た め 、 シ ステ ム

の操作 方 法 を習得 す るの に必 要 な時 間 は 、コマ ン ド形 式 に比 べ て短 か くてす む。

3.2メ ニ ュ ー方式

(1)機 能 概 要

メ ニ ュ ー方式 で は、 個 々の 画面 が1つ の機 能 に対応 して お り、 プ ログ ラ ム上 も それ ぞ れ

が独 立 した もの(モ ジ ュ ール)に な って い る。

メ ニ ュ ー方 式 で使 用 す る入 出 力画 面 は、 内 容表 示画 面 を除 い て 、富 士通 の提 供 す るIPF

(InteractiveprogrammingFacility)の 一機 能 で あ るFSP(FullScreen

SupportPackage)を 用 い て 開発 された 。

(2)メ ニ ュ ー画 面

メ ニ ュ ー方 式 で使 用 す る メ ニ ュー画 面 は表1に 示 す とお り9画 面 で あ る。表1の 区 分 欄

の主 、補 は、それぞれ 主 画 面 、補 助 画 面 を意 味 す る。全 画 面 は 、検 索 の主 要 な流 れ の 中 で表

示 され る画 面 で あ り、 補助 画面 は ブ ラ ウジ ングの ため 、主 要 な流 れ か ら一 時的 に脇 道 に そ

れ るた め 、 主画 面 の一 部 分(本 シス テムで は 下半 分)を 借 りて表 示 され る画 面 で あ る。 メ

ニ ュ ー方 式 で 、検 索 時 に よ く用 い る ブ ラ ウジ ング画 面(図3)、 検 索 条 件 入 力画 面(図4)

及 び 内 容 表示 画 面(図5)の3画 面 の具 体例 を示 す 。
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表1メ ニ ュ ー 画 面 一 覧

画 面 名 称 概 要 区分

文字 系 デ ータベ ース検 索 サ ブ シス テ ム を起動 後 、

開 始 画 面 最初に表示 され、検索方式 の選択入力を促す画面 主

で あ る 。

本 シス テ ムの サ ー ビスす る2つ の 文 字系 デ 一夕 ベ

一 ス(デ ー タ ベ ー ス デ ー タ ベ ー ス と 業 者 デ ー タ ベ

デ ー タ ベ ース選 択 画 面 主
一ス)の うちどれ を検索対象 とす るかの選択入 力

を促す画面 である。

検 索条件 の入力 を促す画 面である。本画面はデ ー
検 索 条 件 入 力 画 面 主

タ ベ ース の種類 に よ って異 な る。

検索 の結果得 られた ヒッ ト件数 を表示 する画面 で

検 索 結 果 表 示 画 面 あ る。本画面には最新 の検索結果だけでな く、過 主

去 の検索結果 も表示 される。

内容 を表示 す る項 目の選択入 力 を促す画面である。
出 力 項 目選 択 画 面 主

本 画 面 は デ ー タベ ース の種 類 に よっ て異 な る。

内 容 表 示 画 面 デ ータ ベ ース の 内容 を表 示 す る画 面 で あ る。 主

デ ータ ベ ース の 内容 表 示 が終 了 した こ と を示 す画

内 容 表 示 終 了 画 面 主
面 で あ る。

ブラウジングの対象項 目の選択入力 を促す画面で
ブ ラ ウジ ング

あ る。 本 画 面 は デ ータ ベ ース の種 類 に よ って異 な 補
項 目選択画面

る 。

ブ ラ ウ ジ ン グ 画 面 ブ ラ ウ ジ ングの結 果 を表 示 す る画 面 で あ る。 精
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***検 索 条 件 を入 力 して下 さい***85/02/10

保 存 され てい る集 合 を使 い ます か 使 う(U)/使 わ な いO:N集 合 名:

PFl:開 始 画 面PF2:デ ータ ベ ース選 択PF6:表 示 項 目選択PF13:ブ ラ ウ ジ ング

PF3:終 了

デ ータ ベ ー ス登 録 番 号(DNO):

デ ータ ベ ー ス正 式 名 称(DBN):

デ ータ ベ ース名 称(DBA):

サ ブ フ ァイ ル名(SFN):

分 野 コ ー ド(SUF):

***ブ ラ ウジ ングの 結果 を表示 し ます*** 86/02/10

語 番 号 件 数 項 目数

#:43150407

#:44210408

#:45190409

#:46140410

#:4770411

#:48100412

ビジネ ス(財 務(外 国))

ビジ ネ ス(財 務(日 本))

ビ ジネ ス(エ ネ ル ギー)

ビジネ ス(企 業 財 務/情 報)

ビ ジネ ス(労 働)

ビジネ ス(農 業)

図3ブ ラ ウ ジ ング画 面(結 果 表 示)

(分 野 コー ド04・ ・(ビ ジネス)の 表 示 例)

***検 索 条 件 を入 力 して下 さい***86/02/10

保 存 され てい る集 合 を使 い ます か 使 う(U)/使 わ な いOI):N集 合 名:

PF1:開 始 画 面PF2:デ ータベ ース選 択PF6:表 示 項 目選 択PF13:ブ ラウ ジ ン グ

PF3:終 了

デ ータ ベ ー ス登 録 番 号(DNO)

デ ータ ベ ース正 式 名 称(DBN)

デ ー タ ベ ー ス 名 称

サ ブ フ ァ イ ル 名

分 野 コ ー ド

キ ー ワ ー ド

(AND)キ ・一一・ワ ー ド

(AND)キ ー ワ ー ド

同 内 容 の 冊 子 名

情 報 源 の メ デ ィ ア

調 査 名

(DBA)

(SFN)

(SUF)

(KWI))

(KWI))

(KWD)

(PBS)

(MOS)

(NOR)

0409

デ ィ レ ク ト リ ー

図4検 索 条件 入 力画 面

(調 べ た 分 野 コー ドと、 キ ー ワー ドの 入 力例)
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#1デ ー タベ ース登 録 番号

DFOOO170

DB正 式 名称

ENERGYNET

エ ネ ル ギ ー関連 企 業 の情 報(64項 目の ア ン ケー ト調 査 か らの デ ータ)

DB項 目名

団体 名

沿 革

価格

デ ィス ク リプ タ ー

団体 住 所

役 員名

図5内 容 表 示 画 面

3.3コ マ ン ド方 式

(1)機 能 概 要

昨年 度 開発 した コマ ン ド方式 に よ る検 索 シス テ ム は、 検 索 か ら検索 結 果 出 力編 集 まで 一

通 りの機 能 を備 えて い る。本 年 度 は さ らに 、文 字 系 デ ータ ベ ース とイ メ ー ジ系 デ ー タベ ー

ス の結 合機 能(DISPLAYコ マ ン ド)を 実 現 した。

コマ ン ド方 式 に よ り検 索 を進 め る場 合 に は、 ク リア リング デ ー タベ ース が デ ー タベ ース

デ ータベ ース と業 者 デ ータ ベ ース か ら成 り、 さ らに これ らの デ ー タベ ース が文字 系 デ ー タ

ベ ース とイ メ ージ系 デ ータ ベ ースか ら成 って い る こ と をあ らか じめ知 ってお く と、効 果 的

な検 索 を行 うこ とが で きる。

表2は 、 コマ ン ド方 式 で使 用 で き る検索 基 本 コマ ン ド、検 索補 助 コマ ン ド及 び会 話 補 助

コマ ン ドの種類 と機 能概 要 を説 明 した もの で あ る。
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表2検 索機能関連 コマン ドー覧表

種 別 コ マ ン ド名 説 明

検 索 基 本 コ マ ン ド デ ー タ ベ ース選 択 SELECT 検索対象 のデータベ ース を選択 す る

検索

SEARCH

AND

NOT

OR

条件設定 して検索す る

検索結果出力 OUTPUT 検索結果の内容を表示する

同 上 DSP 同 上

検索補助 コマ ンド 管理情報表示 SHOW データベース名、項 目名等を一覧表示する

索引語表示 BROWSE
イ ンバ ー デ ッ ドフ ァイ ル上 の値 を一 覧

表 示 す る

保 存 SAVE 集合、語番号 を保存 する

消 去 CANCEL 保存 してある集合、語番号 を消去す る

分 類 SORT 検索結果集合 内の レコー ドを分類 す る

質問終了 QEND
一検 索処理 を区切 る

会話経過表示 HISTORY 検索処理経過 を表示する

同義語定義 SYNONYM 同義語検索に関する各種オプションを定義ナる

オ プ シ ョンの設 定 OPTIONS オ プ シ ョ ンの 設定 を行 う

会 話 補 助 コマ ン ド 利用説明 EXPLAIN 各 々の コマ ン ドの説 明 な どを表 示 す る

会話進行補助 HELP
会話 に行 きづ まった とき、会話の進行
を補 助す る

ア テ ン シ ョ ン
(ア テ ンシ ョ ン

キ ー を押 す)
コマ ン ドを中 止 す る
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(2)検 索 例

コマ ン ド方 式 の概 要 を把 握 す る た めに簡 単 な検 索 例 を以 下 に示 す
。

〔検索 手順 〕

① デー タベ ー ス デ ー タベ ース を 選 択 す る。

SELECTDBDB

② 項 目 「概 要」(NNAM)の 検 索 語 として 「原子 力」 を指 定 す る。 そ の結 果10件 が ヒ

ッ トした(結 果 集 合¥1)

SEARCHNNAM原 子 力

③ 同 義 語 フ ァイ ルの 使 用 を指 定 す る。

STNONYMON

④ ② と同様 に 「原 子 力」 を指定 す る。 同義 語 フ ァイル を用 い た検 索 を行 った結 果58件

が ヒ ッ トした(結 果 集 合¥2)。 ① ～④ まで の検 索 履 歴 を図6に 示 す。

SEARCHNNAM原 子 力

⑤ 結果 集 合¥2の 文 字 系 デ ー タの 例 と してデ ー タベ ース番 号DJOOOO21の 内容 を表 示

す る(図7)。

OUTPUT

⑥ ⑤ で表示 した文 字 系 デ ー タに 関連 す るイ メ ー ジ系 デ ータ を表示 す る(図8)。

DISPLAY
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付録3.デ ー タベ ース台帳総覧作成上 の問題点

1.デ ー タベ ー ス台 帳 総 覧 の現 行 作 成 手順

1.1概 要

昭 和61年 度版 の デ ータベ ース 台帳 総 覧作 成 時 にお け る処 理 フ ローの概 要 は図1に 示 す

とお りで あ り、 次 の こ とが 分 る。

・申告 書 発 送 か ら台帳 発 行 まで 約7ヵ 月か か る

・特 に、発 送 か ら回 収 まで約4ヵ 月 かか る

・コ ン ピ ュ ータ処 理 は仮 索 引作 成 の部 分 だけ で あ る

仮 に、 回 収 期 間 の短 縮 が 実現 で きれ ば(例 えば4ヵ 月 か ら2ヵ 月 に)、 単 純 に その分 だ

け短 縮 で きる。

1.2機 械 化 が適 してい る部 分

・索 引作 成

申告 書 回 収 後 に行 う業 者 に対 す る問 合 わ せ と並 行 して 索 引 を更 新 す れ ば、本 索 引作成 の

た め の期 間 がほ と ん ど不 要 に な る。

・申告 書 の デ ー タベ ー ス化

・コ ン ピ ュー タ ア ウ トプ ッ トが 印刷 原 稿 に な る。

・印 刷 ・構 成 の た め の期 間 が 大幅 に短 縮 で き る。

・次 年 度 以 降 の 申告 書 に活 用 で き る。

1.3機 械 化 に よ る効 果

・直接 的 効 果

・申告 書発 送 か ら台帳 発 行 まで の期 間 が短縮 で きる(7ヵ 月→3～4ヵ 月)

・年2回 以上 の 発 行 が 可能 とな る。

・最 新 情 報 の オ ン ライ ン検 索 が 可 能 とな る。

・ク リア リン グデ ー タ ベ ース の配 布(例 えばFDで)が 可能 とな る。

・波及 的 効 果

・デ ー タベ ース の普 及
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必要な月数

収

集

○
田

業 者

1800件 デ ー タベ ー ス

JIPDEC (61年 度版)

己言
口

入

4

仮索引作成

のための転記

仮索引作成 (コ ン ピュ ー タ処 理)

1

編

`

集

内容チ ェック

問 合 せ

Te1

'■

　 -

1

索 引作 成

一'一

1

印 刷校 正

台帳総覧「

合 計 7

図1現 行 の 処 理 フ ロ 一
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2.台 帳 総 覧 作 成 上 の問 題 点

2.1全 般 的 事 項 に つ い て

デ ータ ベ ース 台帳 総 覧作 成 上 、 現在 明 らか に な って い る問題 点 に つ い て、 現 状 とそ の対

応 策 を表1に 示 す。

表1デ ー タベ ー ス台 帳 総覧 作 成 上 の 問 題 点(1/2)

＼ 現 状 対 応 策

収 集 ① 申告書の回収 に時間 がかか りす ぎる ①短期間で回収 で きる様に制度化 す る

② 可能 な限 りの機械化 を行 う

記 入 ① 申告書の記入 マ ニュアルが整備 され

てい ない :}記 入… アル噸 ・徹底を図る

②申告書の各欄の記入上の自由度が高 ③ 専門家 グループによる分野分類 の検討

す ぎる を行 い、変更時 には新旧対照表 に よ り

③分野 分類の変更 が毎年行われ、 しか 管理す る

も申告 ベースで処理 する

編 集 ①索引作成 のた めの問合せ及び転記 の ① 記入 マ ニ ュアル の整 備 ・徹 底

作業量が多い

②手作業 のた め印刷 ・校正 に長期 間必

少 な く とも索 引作 成 は完 全 に機 械 化 す

る

② 申告 書 をデ ータベ ース化 し、 コ ン ピュ

要 である
一タ ア ウ トプ ッ トを原 稿 にす れ ば 、 印

刷 ・校 正 の ため の期 間 は ほ どん どな く

な る

全 般 ①年1回 発行 のため情報 がす ぐに陳腐 ①現行ス タイルで年2回 以上発行す るの

化 す る。 は困難 で あ る。 台帳 の デ ー タベ ース化

しか考 え られ ない。

② 同 一 デ ー タベ ー ス にっ いて 複数 業 者 ②収集 システ ムを抜本的 に見 直す必要 が

が 申告 して く る場 合 、 デ ー タベ ー ス あ る 。
1

名称分野等、 内容の整合性が とりに (i)プ ロデ ュ ーサ単位 で 収 集 す る。

く い 。 共 通情 報 に つ い ては特 定 の デ ィス ト

リ ビュ 一 夕に まか せ る(当 番 制)

(ID業者台帳 を作成す る

(代 行検索業者 を救 える)

③前年度 の台帳 が活 か されていない。 ③ コピーを送付 し、変 更事項 だけ を申告

させ る様 に す る。
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表1デ ータベース台帳総覧作成上の問題点(2/2)

シス テ

ムか ら

み て

現 状

① ク リア リングデ ータ ベ ー ス と しては

項 目が不 足 、 体系 化 され て い ない 。

② 記 入 内容 が統 一 され てい な いの で、

デ ー タベ ース 構築 のた め の 整理 に 時

間 がか か る。

③ デ ー タベ ー ス単位 で 申告 さ れ てい な

い の で 、 プ ロデ ューサ単 位 に編 集 す

る必要 が あ る。

④ 業 者 の情 報 が 申告 デ ー タベ ース数 だ

け あ るの で、 情報 が冗 長 で あ る。

⑤ 最 新 情報 が 申告 され てい るか 分 か ら

な い。

⑥ 記 述 内容 の品質 が保 証 され てい るか 。

対 応 策

①
システム側 か らみた記入 用紙 を設計

②
提案 し、申告書 として使 用で きる様

③
に制度化す る。

④

(i)データベ ース用記入用紙 →デ ータベ

ース台帳

(ii)業者用記入用紙 →業者 台帳

灘i三ill∵::
内容検査 が必要 であ る。

2.2デ 一 夕ベ ー一.ス台帳総 覧 編 集上 の問 題 に つ い て

デ ー タベ ース台帳 総覧 を編 集 す る際 に 、現 在 特 に調整 作業 が必要 とな って い る 「デ ー タ

ベ ース名 称 」 と 「分 野」 に関 す る問 題 点 の 内 容 、現 在 の対 応 策及 び機 械 化 を含 め た解 決 の

た めの方 策 を示 す 。

表2は デ ー タベ ース 名称 につ い て、 表3は 分 野 に つ いて整 理 した もの で あ る。
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表2デ ー タベ ー ス台 帳 総 覧 編集 上 の 問題 点(デ ー タベ ー ス 名称)

問 題 点 現 在 の 対 応 策 方 策

デ ー タベ ー ス名 称 にっ いて 次 の 様 な 申告 が あ る

と、名 称 がABC順 に正 し く並 ば な い。

・正式 名称 で申告す る場合 と略 称 で申告す る ・デ ータ ベ ー ス名 称 に次 に示 す もの が存 在 す る ・少 な く と も
、 日 本 語 の デ ー タ ベ ー ス 名 に つ

場 合 が ある。 とき は そ れ を除 い てABC順 とす る。 い て は 申告 書 に ロー マ字 の読み を記 入 し て

・先 頭 も し くは途 中 に数字 が あ る も ら う。

・略 称を付記 して申告す る場合 に、名称 の前 ・定 冠詞 も し くはTMが あ る

につ け る場 合 と、後 につ け る場 合 が あ る。
・そ の読 み と、英 語 のデ ー タベー ス名 に対 し

・日本 語 の読 み 方 て現 在 マ ニ ュ アル で行 って い る内容 をコ ン・

・名 称 の一 部 に&、ANDを 使 用 す る場 合 ・日本 はNIPPONと す る ビ ュ ー タ で 処 理 し 、 デ ー タ ベ ー ス 名 のAB

・長 音 部 を ロー々字 に変 換 す る ときは C順 に並 べ る。

AIUEOと す る 。

・デ ー タベ ー ス名 称 のチ ェ ック機 構 が必要
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表3デ ー タベー ス台帳総覧編 集上の問題点(分 野)

問 題 点 現 在 の 対 応 策 方 策

① 同 一 デ ー タベ ー スに つ い て複数 の業 者 が 申 ① 電話等に よ り確認 して可能 な限 りの統一化

告 するので次の様 な問題 が発生 している。 を 図 っ て い る 。

・大分野が異 なる ・最 も多 い 分野 に合 わ せ た上 で 、 デ 一 夕ベ ・現在 の様な複数分野 が申告 で きる方式 だ と

・細分野 が異 なる 一 ス名の後 に申告 の分野 を付記 す る。 完 全 な統一は無理 である。

・複数分野 の申告 がで きるので統一 で きな 、

な い 。
・海 外 デ ー タベ ー ス につ い て完全 を期 す る場

合 に は 、海 外 の プ ロデ ューサに 対 す る ア ン

② 分野 が無記入の場 合がある。 ② ・デ ー タベ ー ス の内 容 、昨年 の 申告 内 容 、 ケー トが主体 とな り事実上実施不 可能

他 の同 一 デ ー タ ベ ー ス名 の分 野 を考 慮 す

る 。 ・分 野 の 検 討 ・チ ェ ック機 構 が必 要。

③ 昨年 と今年 の申告 が異 なる場 合が ある。 ③ ・申告 され た 個 々の分 野 は デ ー タベ ース 名

ノ
の後 に付記 する。

④ 大分野 と細 分野 で類似 あるいは重複 してい ④ 毎年改良 を続けてい る。

る もの が あ る。
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